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未知なる技術の「創発」が、
未来の社会で求められます。

21世紀の科学技術には、20世紀には説明や解決が困難だった

生命・地球環境・情報・社会システム、そして人間に関わる

諸問題の解決が求められます。その鍵を握るのが、

「創発(emerging)」です。

未開拓の科学技術を開花させる学びが、慶應義塾にはあります。
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2020年度入学者から学門制が変更となり、各学門から進学できる学科が変わります。
また、従来の「電子工学科」は「電気情報工学科」に名称を変更する予定です。※

2020年度入学者から、各学科で約5名まで「学門を越えた学科配属」（学門越え）が認められます。
配属は学生の希望に基づき、１年次の成績と書類審査により決定します。

※学科名称の変更については文部科学省へ申請中
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学門A 学門B 学門C 学門D 学門E
物理・電気・
機械分野 電気・情報分野

情報・数学・
データサイエンス

分野
機械・

システム分野 化学・生命分野

　科学技術は日進月歩で発展を続けています。慶應義塾大学理

工学部は11学科で構成され、それぞれの専門分野において最先

端研究を行っています。一方、入学段階では学科による専門分野

の選択はせず、学門という広い枠組みの入口から理工学の世界

に入る方式をとっています。そして、科学技術者としての基礎とな

る数学、物理学、化学、生物学、科学実験、プログラミング、語学、

総合教育科目（人文科学・社会科学）などの科目を学ぶとともに、

それぞれの学科や専門分野の特徴に関する知識を増やした後

で、皆さんは自分の興味と適性を自分自身で判断して、2年進級

時に学科の選択をします。

　科学技術が高度化するとともに専門分野の細分化がどんどん

進んでいます。科学技術が社会に大きな影響を与える現代では、

単に自らの専門分野を究めるだけではなく、世界中の他分野の

人とネットワークを構築する能力や幅広い視野で物事をとらえ

る能力が重要となります。理工学部には、日本語と英語で時事問

題や学術について議論するグローバルリーダーシップセミナー

（GLS）や、短期留学、派遣交換留学、ダブルディグリープログラム

など多くの国際交流プログラムがあり、国際的な観点から物事を

とらえる機会を提供しています。また、学部3年生以上が履修する

総合教育科目を設置し、理工学の知識を身につけた段階で改め

て科学技術者の道徳観や倫理観について考える機会を提供して

います。理工学部の1･2年生は他学部の学生とともに日吉キャン

パス、3･4年生と大学院生は隣接する矢上キャンパスに通います。

この特徴を生かし、日吉キャンパスでは他学部の学生とともに授

業を受けることができる科目も設置されています。また、日吉キ

ャンパスは各種課外活動の拠点でもあり、学術・国際交流・芸術・

スポーツに接する環境が整ったキャンパスで学生生活を過ごす

ことができます。

　これらの理工学部の教育に関する考え方は、慶應義塾の基本

精神である「独立自尊」という言葉に集約され、科学技術に対す

る高度な能力を有するだけでなく、自分自身で考えて正しい判断

ができ、自己と他人の尊厳を守って行動できる科学技術者の育

成を目指しています。我々は、大学が理想を追求する場であると

とらえ、皆さんが、生涯にわたって活躍の場を広げ続けることが

できる実力と交友関係を身につけるための環境を提供してゆき

たいと考えています。

科学技術者を目指す皆さんへ

慶應義塾大学  理工学部長

岡田 英史

学部長挨拶
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慶應義塾大学理工学部には大学初年次に将来の専門性について

熟考することのできる「学門制」入学をはじめ、

興味やレベルに応じて学生自身が自律的に選択することのできる「総合教育科目」など、

独自の教育プログラムが多数用意されています。

多様な個性を持つ学生同士が互いに刺激し合い、視野を広げ、高い思考力を養っています。

4年間の授業計画
第1学年では、将来どの分野にでも進めるよう、基礎教育科目

を用意しています。学科を選択し、各学科に配属になる第2学

年では、基礎学力を充実させるための専門基礎科目を学習し

ます。第3・第4学年の学科専門科目では、新たな科学技術の

開拓に積極的に挑戦してもらいたいという目的から、多彩な

選択科目が用意されています。また、著名人による特別講義な

ども行われています。総合教育科目や自主選択科目は、4年間

を通して学べるようになっています。

学門制

5つの大きな研究・教育分野に対応した「学門」があり、入試出

願の時点でいずれかを選択します。入学後に自分の興味や関

心に応じて徐々に学びたい分野を絞り、第2学年進級時に学

科を選択します。学科選択や科目選択の自由度が高く、学科に

分かれた後は異なる関心を持つ学生同士がともに学ぶ、刺激

的かつ創造的な学習環境が実現されています。

入学時

充実した基礎科目

基礎教育科目では数学・物理学・化学に加えて、生物・生命関

係の基礎を学ぶ「生物学序論」、実験の進め方を身につける

「自然科学実験」、コンピュータの利用技術を学ぶ「情報学基

礎」など、将来研究を進める上で重要な科目を学びます。ま

た、専門基礎科目は各学科の必修科目と多彩な選択科目で構

成され、基礎学力を高めて本格的で高度な研究に備えます。

学部1・2年

学部1・2・3・4年

学部1・2・3・4年

総合教育

理工学部では、単なる科学技術分野の専門家の養成にとどま

らず、科学技術と人間社会のより良い関係を提案し実現でき

るような教養あるリーダーの養成を目指しています。そのよう

な教養を涵養すべく、さまざまな分野の科目が総合教育科目

として学部4年間にわたって設置されています。「総合教育セ

ミナー」「グローバルリーダーシップセミナー（GLS）」「人文社

会科学演習」といった科目もここに含まれます。

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年

自主選択科目

卒業必要単位数：138単位

8単位

28単位 68単位

18単位

基礎教育科目
（必修）

16単位

外国語科目
（必修）

専門基礎科目
（必修／選択）

総合教育科目
（選択）

学科専門科目
（必修／選択）
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　私は幼い頃からものづくりに興味がありました。理工系に進むこと

は決めていましたが、志望学科を絞り込むことができずにいました。そ

んな私にとって、入学して1年間多様な分野を学んだ上で学科を選択

できる学門制は、大きな魅力でした。また、通っていた中学・高校が三

田キャンパスの近くにあり、慶應義塾という大学にずっと親近感を抱い

ていたことも志望を後押ししたと思います。幅広い領域の基礎科目を

勉強し、１年時に進路についてじっくりと考える時間があったため、最

も興味が湧いた分野に進学できました。

　いまは物理情報工学科の井上研究室で、航空機の軌道（飛行航路）

を自動で設計する研究に取り組んでいます。従来、航空機の軌道は航

空管制官によって手動で設計されていましたが、近年の航空機数増加

にともない、これを自動設計することが進められています。その中でも、

私は「騒音被害をいかに小さくできるか」という観点に立った自動設計

に取り組んでおり、主にMATLAB（マトラボ）という数値解析ソフトを使

って日々研究を進めています。最初は問題設定を自分で考えることや

データの扱い方などに少し苦労しましたが、先生や先輩のサポートも

あって、国内学会で一度発表し、論文提出を行うことができました。

　卒業後は大学院に進学して、同じテーマの研究を継続して行います。

さらに将来的には、交通インフラの整備に携わることで、世界の人々が

少しでも快適に暮らすことができる社会づくりに貢献していくことが目

標です。

航空機の軌道を自動設計する
研究を活かし、交通インフラの整備に
貢献していきたい

物理情報工学科 4年／井上研究室
東京都／私立普連土学園高等学校 出身

広い視野と柔軟な思考

Interview

創発する力 Emerging and Breakthrough特 集

さまざまな分野の基礎を学んだ上で学科を選択し、
学年ごとに専門性を高めていくカリキュラムが

幅広い視点や高い思考力を育てる。
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慶應義塾大学理工学部には、理工学に関する確かな基礎知識と幅広い周辺知識を身につける環境があります。

さらに、人と知識と組織とが各々相互作用することにより、

個々の知識からは生み出すことのできない新しいアイデアや価値観、独創性などを生み、

それを社会に発表する機会も多くあります。それが、未知なるイノベーションへとつながるのです。

研究室での学び
第4学年で研究室に所属すると、すでに体系化されている物

事を習得する基礎的な学びから、未開拓の真理の探究や、ま

だ解決されていない課題の解決など、より能動的な学びにシ

フトします。教員の指導のもとで実験やゼミなどを行い、さら

に研究室での議論を通して、深く考える力を養うことができま

す。研究成果を卒業論文や修士論文としてまとめるとともに、

それを国内外の学会や学術雑誌などで発表します。

理工学部・理工学研究科の研究成果を広く発信し、共同研究

や技術移転など、産官学連携のきっかけとなる出会いの場を

提供する科学技術展を、毎年12月に東京国際フォーラムで開

催しています。出展ブースでは各研究室の学生が教員ととも

に実物展示やデモンストレーション、プレゼンテーションを行

い、研究成果の発信や来場者とのコミュニケーションを図って

います。

国内外の学会発表

新たな科学技術を開拓するためには、研究だけに向きあうの

ではなく、研究成果を発表し、社会とコミュニケーションをとる

ことが重要です。大学院では、博士課程の学生はもちろん、修

士課程の学生でも、国際学会やシンポジウムなどに参加し、海

外で研究発表する機会を設けています。充実した研究助成制

度で、学会への積極的な参加を促進しています。

学部1・2・3・4年
大学院

充実した施設・設備

2014 年4月に使用開始した34棟（教育研究棟）には、機械系、

管理工学系、化学系の学生実験室に加え、マニュファクチュア

リングセンター、デザインセンターといったものづくり支援施

設を設けています。26棟、36棟およびテクノロジーセンター棟

内の中央試験所には、最新鋭の大型機器、高額機器を多数設

置。国内有数の規模を誇る理工系専門図書館もあり、ハード・

ソフトの両面から教育・研究の活性化を図っています。

6 7

　私は純粋数学の分野で整数論や数論幾何の研究に取り組んでいます。

数学はあらゆる自然科学のベースとなるだけでなく、科学技術や社会科学

など、広く使われます。高校生の時に「数学が理解できれば、世の中のさま

ざまなことが分かるはずだ」と思い至り、“数学そのものの力”に魅力を感じ

て、研究を続けています。専門は整数論や数論幾何という非常に抽象的な

分野ですが、2年ほど前から理化学研究所の革新知能統合研究センターと

の共同研究がスタートし、人工知能や機械学習における数学的課題にも取

り組んでいます。これまで数学の本質を見つめ続けてきたことが具体的に

社会とつながり始めたことに、大きな手応えを感じています。

　数学というと、日本では受験のイメージが先行して、一人でコツコツと問題

を解くように思われがちですが、本来そういうものではありません。複数の人

が協働し、考えを出し合うことが非常に重要です。そもそも問題の解き方が

分からないわけですから、自分が持っているツールや考え方があてはまると

は限りません。さまざまなツールを持っている人が集まり、一緒になって問題

を真剣に考えることで、ブレイクスルーが生まれるのだと私は思っています。

　人は好きなことをやっている時こそ、すごいことができると思います。学

生の皆さんにも、それを見つけてほしい。思い切り好きなことができる環境

を整えて、適切な課題設定をしたり、自己実現のノウハウを教えたりするこ

とが、教育者としての私の役目です。そして研究者としては、たとえ時間がか

かっても、自分にしかできないことをやり遂げたいと思っています。

より広い分野と連携し、そこに純粋数学の力を活かしていきたい

ブレイクスルーを起こす研究力

KEIO TECHNO-MALL

学部4年 大学院

学部4年 大学院

学部4年 大学院

（慶應科学技術展）

坂内 健一数理科学科 教授

創発する力 Emerging and Breakthrough特 集

問題と正面から向き合って
真剣にディスカッションを重ねることが
ブレイクスルーを引き起こす。

Interview
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国際社会における次世代のリーダーは、語学力はもちろん、

コミュニケーション能力、国際感覚、論理的思考力、討論力、自律性などが求められます。

慶應義塾大学理工学部には、単に語学を学ぶだけでなく、発表や討論、実地研修などを通して、

多様な価値観や文化を理解するプログラムが多く用意されています。

外国語教育
（英語・諸外国語）
英語科目ではアカデミックな英語運用能力の習得を通じて、

論理的・批判的思考力を養います。習熟度別にクラス分けされ

た第1・第2学年の必修英語に加えて、選択英語（総合教育科

目）で「リーディング」「ライティング」「スピーキング」「リスニン

グ」といった技能別授業を学部4年間にわたり履修できます。

諸外国語は、第1学年でドイツ語、フランス語、ロシア語、中国

語、朝鮮語のうち一つを選択して必修科目として学びます。こ

れらの外国語も、目的別・レベル別のクラス（総合教育科目）

で、学部4年間にわたって学ぶことができます。

グローバルリーダーシップ
セミナー（GLS）
次世代のリーダーとして活躍するために、国際感覚、論理的思

考力、討論力、言語力、自律性の大切さを肌で感じ、体得するプ

ログラムです。英語そのものを学ぶのではなく、英語を使ってさ

まざまなテーマについて発表したり議論したりします。参加学

生の多様な価値観や異国の文化を理解することで、世界で

リーダーシップをとれるような国際感覚を養います。長期休暇

中には、関連科目として「グローバルリーダーシップセミナー実

地研修」を実施しています。

学部1・2年

留学プログラム

気軽に参加できる短期の語学研修から派遣交換留学まで、世

界約130校の協定校に留学できる、多彩なプログラムが用意さ

れています。理工系学生に特化したプログラムも多く、外国語

を使って理工学を学ぶことができます。また、4学期制の中の春

学期後半を利用して、海外サマースクールなどに参加できる学

科もあり、単位を取得できた場合は慶應義塾の単位として認定

される可能性があります。現地の文化に触れ、世界中から集

まった学生と意見を交わすことで、国際感覚が磨かれます。

ダブルディグリー
プログラム
慶應義塾と協定校の合意のもとで準備された一連のカリキュ

ラムを修了すると、両校から同時に修士の学位が取得できる

制度です。「学部生向け大学院一貫プログラム」と「修士課程

学生向け3年プログラム」があり、フランスのエコール・サント

ラルやその他ヨーロッパ諸国の有力大学院で提供される正規

カリキュラムを学びます。専門分野の学習と異文化圏への理

解が深まる、高度なプログラムです。
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　少人数制や英語でディスカッションができることに魅力を感じ、グロ

ーバルリーダーシップセミナー（GLS）を受講しました。説明会で授業の

コンセプトを聞いたのですが、英語力そのものを問われるのではなく、

英語をコミュニケーションのツールとして活かすことに重きを置くとい

う話にも惹かれました。加えて、グローバルという言葉を自分の中で漠

然としか定義できていなかったので、それが何なのか、この授業を通じ

て自ら見つけたいという思いもありました。

　GLSは週に2回開講され、1回目に行われた講義テーマについて2回

目の授業において少人数のディスカッションを行います。2回目の授業

前日までに講義内容のサマリーを英語で書いて提出する必要もあり、

思っていたよりもタフでしたが、逆にそれが楽しかったです。自発的に

発言する姿勢が身についたと思いますし、自分たちでテーマを見つけ

て議論することもできるようになりました。

　いまは学科の選択や大学院への進学など、進路については少し迷っ

ていますが、勉強や研究には精一杯取り組んでいきたいと思っていま

す。さらに、語学力を磨いたり、国際感覚を養ったりすると同時に、どこ

かでリーダーという立場に立つ機会を自分から掴みにいきたいとも考

えています。人との出会いが広がると思いますし、視野を広げるという

意味でも自分に必要なことと感じています。また、東京オリンピック・パ

ラリンピックで英国代表選手団をサポートしようという“KEIO 2020 

project”に参加しており、その活動にも力を入れていきたいですね。

勉学に打ち込むことに加え、
リーダーを経験する
機会に積極的に挑戦していきたい

学門1　1年
東京都／私立国際基督教大学高等学校 出身

世界をリードする力

創発する力 Emerging and Breakthrough

Interview

特 集

学部1・2・3・4年

学部1・2・3・4年

大学院

学部3・4年 大学院

生きた英語を使って少人数で
ディスカッションすることが大きな魅力。
自発的に発言する姿勢も身についた。
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に
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学部入学から大学院まで

学部 1年 学部 2年 学部 3年 学部 4年 修士 1年
第1学年時に自分の関心領域を徐々に絞り込
み、第2学年に進級する前に希望する学科を申
告します。

基礎教育科目

自主選択科目

総合教育科目（外国語を含む）

必修外国語科目（第1学年：英語・諸外国語　第2学年：英語）
学部生対象
ダブルディグリー
プログラム

大学院生対象
ダブルディグリー
プログラム

9月 9月 9月

9月

協定校1年 協定校2年 慶應（修士1年）

協定校

慶應（修士2年）

大学院

「創発」を生む能力を育むためのきめ細かい教育が慶應義塾大学理工学部の特徴です。
自律的に選択をしながら関心領域を絞り込める教育システムを、
わかりやすいチャートにしました。

理
工
学
研
究
科
と
協
定
校
の

両
方
か
ら
学
位（
修
士
）を
取
得

理
工
学
研
究
科
と
協
定
校
の

両
方
か
ら
学
位（
修
士
）を
取
得

第2学年から学科に所属し、研究の土台となる
専門基礎科目を中心に学びます。

学生生活の拠点が理工学部だけ
の矢上キャンパスへと移ります。
学科専門科目の履修が始まり、本
格的な専門知識を習得します。

第4学年から研究室に所属します。教員の指導の
もと、研究活動に参加し、研究室を拠点として「卒
業研究」に取り組みます。

理工学部を卒業した学生の7割
余りが大学院（修士課程）へ進
学し、そのほとんどが慶應義塾
大学大学院理工学研究科に進
学しています。

修士課程は通常の場合2年間
で修了します。大学院修了者の
うち半数近い学生が大学の推
薦制度を利用して就職し、就職
希望者の就職率は毎年100%
近くに達します。

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を

起
こ
す
研
究
力

広
い
視
野
と

柔
軟
な
思
考

世
界
を
リ
ー
ド

す
る
力

飛び級入学

修了

学部1・2年を慶應、3・4年を協定校、そして
再び慶應で修士課程を修めることで理工
学研究科と協定校の両方から学位（いずれ
も修士）を取得できるプログラム。

第3学年修了後に修士課程に
進むことができる制度。

最初の春学期を慶應で、続く1年半を
協定校で、さらに帰国後に1年間慶應
で学び、2つの学位（いずれも修士）を
取得できるプログラム。

専門基礎科目
機械工学科

電気情報工学科

応用化学科

物理情報工学科

管理工学科

数理科学科

物理学科

化学科

システムデザイン工学科

情報工学科

生命情報学科

基礎理工学専攻

総合デザイン工学専攻

開放環境科学専攻

修士 2年

さ
ら
に
高
い
能
力
を

身
に
つ
け
る

4月

慶應 修了
3月

9月

学科専門科目 研究室

入
試
出
願
の
時
点
で
５
つ
の「
学
門
」の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
ま
す
。

（数学専攻）
（統計学専攻）

4学期制を利用した海外サマー
スクールなどへの参加（一部の
学科のみ）

10 11

学門A
物理・電気・機械分野

電気・情報分野

機械・システム分野

化学・生命分野

情報・数学・データサイエンス分野

学門B

学門C

学門D

学門E

入試出願時
「学門制」
入学

学科
選択

日吉
キャンパスから
矢上

キャンパスへ

学科
専門科目
& 研究室

就職または
修士課程に
進学

就職または
博士課程に
進学

グローバルリーダーシップセミナー（GLS）

総合科目（英語を含む）
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ようこそ、学びの庭への
入口 [学門]へ！

理工学全体を見渡し、徐々に分野を絞る「学門制」

入試出願の時点で、5つの学門から選択
「学門」は、学門Ａから学門Ｅまでの、大きく5つの

分野に分けて設置されています。入試出願時に、

この5つの分野の中から自分の興味や関心に応じ

て学門を選択するのが、慶應義塾大学理工学部の

大きな特色です。

第2学年に進級する時の学科選択は、原則的に本

人の希望が優先されます（ただし、学科ごとの目

標学生数を超えた場合には、第1学年の成績を基

準に選考します）。また、第1学年の秋には、説明会

や見学会を行い、希望学科を検討する機会を設け

ています。第2学年以降は、別々の学門から進級し

た異なる関心を持つ学生同士がともに学ぶことに

なり、非常に刺激的で創造的な学習環境になって

います。

第2学年進級時に学科を選択

基礎教育科目で、理工系に共通する「実験・研究の基礎」を学ぶ
第1学年では、将来どの分野にでも進めるよう、基礎教育科目を

用意しています。数学・物理学・化学といった講義科目のほか、実

験の進め方の手順をしっかりと身につける「自然科学実験」や、

コンピュータ・リテラシー（コンピュータの基礎的な利用技術）を

学ぶ「情報学基礎」、理工学部生として必須知識である生物・生命

関係の基礎を学ぶ「生物学序論」などがあります。これらは将来、

実験・研究を進める上で、非常に重要な科目です。

各学門から進級できる学科
各学門から進級できる学科とおおよその割合は下記の表のとおりです。希望学科への進級率は年度により異なりますが、第1希望へは

85～90％、第2希望へは10％前後と多くの学生が希望通りの学科に進級しています。

基礎教育科目

学門Ａ 物理学科（20％） 物理情報工学科（40％） 電気情報工学科（20％） 機械工学科（20％）

学門Ｂ 電気情報工学科（30％） 情報工学科（25％） 物理情報工学科（20％） システムデザイン工学科（25％）

学門Ｃ 情報工学科（30％） 数理科学科（30％） 管理工学科（35％） 生命情報学科（5％）

学門Ｄ 機械工学科（50％） システムデザイン工学科（35％） 管理工学科（15％） 

学門Ｅ 化学科（20％） 応用化学科（60％） 生命情報学科（20％）

数学・物理学・化学では、自然現象の深い意味を理解し科学的に捉える方法

を、さまざまな側面から体系的に学びます。数学では、微分法や、重積分の基

礎と応用を深く理解し、正確な計算力を身につけます。物理学では、多粒子系

の力学や、真空中の静電磁気学などを題材に、力学と電磁気学の基本概念を

学びながら、その計算方法を身につけます。化学では、原子や分子の構造や

無機化学、物理化学、有機化学の基礎について学びます。化学におけるもの

づくりとは何かを理解していきます。

数学・物理学・化学

自然科学実験

情報学基礎・生物学序論

理工学概論

情報学基礎では、コンピュータにおける情報倫理と著作権、ハードウェア、ソフ

トウェア、インターネットなどの基礎的な内容を学ぶほか、コンピュータを実際

に用いた文書処理や画像処理などの操作の習得を目標としています。生物学

序論では、すべてのテクノロジーはヒトによって担われ、ヒトを対象としたもの

という認識に基づき、ヒトの理解を目指していきます。生命現象の多様性や共

通性を見るとともに、それぞれのシステムの成り立ちとその活動の基本的な機

構を学ぶことによって、ヒトを深く理解します。

自然科学実験は、物理学実験と化学実験の2つのク

ラスに分かれてさまざまなテーマについて実験をし

ていきます。物理学実験では、最初に「基礎実験」を

行い、基本的な測定やデータ解析の方法を学びま

す。その後、弾性率、オシロスコープ、インダクタンス

と静電容量、光および原子スペクトルのテーマにつ

いて実験を行い、物理学に関する知識を習得します。化学実験では、緩衝溶

液、フェライト粉体の合成、酢酸エチルの合成、メタクリル樹脂の合成と性質

といったテーマで「物を作る実験」と「物の性質を調べる実験」を行い、化学へ

の理解を深めていきます。

理工学概論では、情報を「目と耳で取り入れる」「自分で探す」「自分から発信

する」の3つの力の習得を目標としています。授業では、主に学外のさまざま

な分野で活躍される方々を講師として招き、最先端のトピックをわかりやすく

お話ししていただきます。2018年度は、物質・材料研究機構、情報通信研究機

構、産業技術総合研究所、東京大学、東北大学、株式会社日立製作所、日本ア

イ・ビー・エム株式会社などの国立研究開発法人、教育機関、企業から数多く

の講師を招聘しています。授業後は、その日の講演の内容をレポートにまとめ

提出します。

第１学年の履修スケジュール例（春学期）

基礎教育科目
（生物学）

基礎教育科目
（物理学）

基礎教育科目
（数学）

基礎教育科目
（実験）

基礎教育科目
（物理学）

基礎教育科目
（数学）

基礎教育科目
（化学）

基礎教育科目
（理工学概論）

基礎教育科目
（実験）

基礎教育科目
（情報学）

 月 火 水 木 金 土

１時限         

２時限          

３時限 

４時限 

５時限
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学門とは、“学びの庭への入口”といった意味をこめた言葉です。

慶應義塾大学理工学部では、入試出願の時点で、5つの「学門」から、

いずれかを選択します。第1学年では基礎教育を学び、まず理工学全

体を見渡します。そして、徐々に学びたい分野を絞っていき、第2学年

進級時に所属する学科を決定します。

　慶應の理工学部を志望した最も大きな理由は、学門制というシステムです。理学系に進み

たいとは思っていましたが、受験の時点で学科を1つに絞ることに迷いを感じていました。高

校の先生から「大学に入ると、見える世界や興味の方向性が変わる」という話を聞いていたこ

ともあり、1年間幅広い分野の科目を学びながら、学科を絞り込んでいくことができる学門制

は、私にとって非常に魅力的でした。

　私は脳の仕組みや働きに興味があり、その分野を研究できる生命情報学科を選択しまし

た。卒業後はそのまま修士課程に進むことを視野に入れていますが、その後の進路はまだ漠

然としています。ただ、現時点では情報系にも興味があるので、生命科学とITを融合できるよ

うな分野に進みたいと考えています。

　理工学部として勉強や研究に専念できる環境が整っていることに加え、さまざまな人たちと出

会い、刺激を受けることができる総合大学であることも慶應義塾の大きな魅力であると思います。
生命情報学科 3年
石川県／県立小松高等学校 出身

1年間幅広い分野を学びながら自分のやりたいことを見つけられる

必修諸外国語
※

必修諸外国語
※

総合教育科目 総合教育科目 総合教育科目必修英語

※ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語、朝鮮語から1語種を選択

Interview

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

人間工学
管理工学科

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

デザイン科学

認知科学



ようこそ、学びの庭への
入口 [学門]へ！

理工学全体を見渡し、徐々に分野を絞る「学門制」

入試出願の時点で、5つの学門から選択
「学門」は、学門Ａから学門Ｅまでの、大きく5つの

分野に分けて設置されています。入試出願時に、

この5つの分野の中から自分の興味や関心に応じ

て学門を選択するのが、慶應義塾大学理工学部の

大きな特色です。

第2学年に進級する時の学科選択は、原則的に本

人の希望が優先されます（ただし、学科ごとの目

標学生数を超えた場合には、第1学年の成績を基

準に選考します）。また、第1学年の秋には、説明会

や見学会を行い、希望学科を検討する機会を設け

ています。第2学年以降は、別々の学門から進級し

た異なる関心を持つ学生同士がともに学ぶことに

なり、非常に刺激的で創造的な学習環境になって

います。

第2学年進級時に学科を選択

基礎教育科目で、理工系に共通する「実験・研究の基礎」を学ぶ
第1学年では、将来どの分野にでも進めるよう、基礎教育科目を

用意しています。数学・物理学・化学といった講義科目のほか、実

験の進め方の手順をしっかりと身につける「自然科学実験」や、

コンピュータ・リテラシー（コンピュータの基礎的な利用技術）を

学ぶ「情報学基礎」、理工学部生として必須知識である生物・生命

関係の基礎を学ぶ「生物学序論」などがあります。これらは将来、

実験・研究を進める上で、非常に重要な科目です。

各学門から進級できる学科
各学門から進級できる学科とおおよその割合は下記の表のとおりです。希望学科への進級率は年度により異なりますが、第1希望へは

85～90％、第2希望へは10％前後と多くの学生が希望通りの学科に進級しています。

基礎教育科目

学門Ａ 物理学科（20％） 物理情報工学科（40％） 電気情報工学科（20％） 機械工学科（20％）

学門Ｂ 電気情報工学科（30％） 情報工学科（25％） 物理情報工学科（20％） システムデザイン工学科（25％）

学門Ｃ 情報工学科（30％） 数理科学科（30％） 管理工学科（35％） 生命情報学科（5％）

学門Ｄ 機械工学科（50％） システムデザイン工学科（35％） 管理工学科（15％） 

学門Ｅ 化学科（20％） 応用化学科（60％） 生命情報学科（20％）

数学・物理学・化学では、自然現象の深い意味を理解し科学的に捉える方法

を、さまざまな側面から体系的に学びます。数学では、微分法や、重積分の基

礎と応用を深く理解し、正確な計算力を身につけます。物理学では、多粒子系

の力学や、真空中の静電磁気学などを題材に、力学と電磁気学の基本概念を

学びながら、その計算方法を身につけます。化学では、原子や分子の構造や

無機化学、物理化学、有機化学の基礎について学びます。化学におけるもの

づくりとは何かを理解していきます。

数学・物理学・化学

自然科学実験

情報学基礎・生物学序論

理工学概論

情報学基礎では、コンピュータにおける情報倫理と著作権、ハードウェア、ソフ

トウェア、インターネットなどの基礎的な内容を学ぶほか、コンピュータを実際

に用いた文書処理や画像処理などの操作の習得を目標としています。生物学

序論では、すべてのテクノロジーはヒトによって担われ、ヒトを対象としたもの

という認識に基づき、ヒトの理解を目指していきます。生命現象の多様性や共

通性を見るとともに、それぞれのシステムの成り立ちとその活動の基本的な機

構を学ぶことによって、ヒトを深く理解します。

自然科学実験は、物理学実験と化学実験の2つのク

ラスに分かれてさまざまなテーマについて実験をし

ていきます。物理学実験では、最初に「基礎実験」を

行い、基本的な測定やデータ解析の方法を学びま

す。その後、弾性率、オシロスコープ、インダクタンス

と静電容量、光および原子スペクトルのテーマにつ

いて実験を行い、物理学に関する知識を習得します。化学実験では、緩衝溶

液、フェライト粉体の合成、酢酸エチルの合成、メタクリル樹脂の合成と性質

といったテーマで「物を作る実験」と「物の性質を調べる実験」を行い、化学へ

の理解を深めていきます。

理工学概論では、情報を「目と耳で取り入れる」「自分で探す」「自分から発信

する」の3つの力の習得を目標としています。授業では、主に学外のさまざま

な分野で活躍される方々を講師として招き、最先端のトピックをわかりやすく

お話ししていただきます。2018年度は、物質・材料研究機構、情報通信研究機

構、産業技術総合研究所、東京大学、東北大学、株式会社日立製作所、日本ア

イ・ビー・エム株式会社などの国立研究開発法人、教育機関、企業から数多く

の講師を招聘しています。授業後は、その日の講演の内容をレポートにまとめ

提出します。

第１学年の履修スケジュール例（春学期）

基礎教育科目
（生物学）

基礎教育科目
（物理学）

基礎教育科目
（数学）

基礎教育科目
（実験）

基礎教育科目
（物理学）

基礎教育科目
（数学）

基礎教育科目
（化学）

基礎教育科目
（理工学概論）

基礎教育科目
（実験）

基礎教育科目
（情報学）

 月 火 水 木 金 土

１時限         

２時限          

３時限 

４時限 

５時限
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学門とは、“学びの庭への入口”といった意味をこめた言葉です。

慶應義塾大学理工学部では、入試出願の時点で、5つの「学門」から、

いずれかを選択します。第1学年では基礎教育を学び、まず理工学全

体を見渡します。そして、徐々に学びたい分野を絞っていき、第2学年

進級時に所属する学科を決定します。

　慶應の理工学部を志望した最も大きな理由は、学門制というシステムです。理学系に進み

たいとは思っていましたが、受験の時点で学科を1つに絞ることに迷いを感じていました。高

校の先生から「大学に入ると、見える世界や興味の方向性が変わる」という話を聞いていたこ

ともあり、1年間幅広い分野の科目を学びながら、学科を絞り込んでいくことができる学門制

は、私にとって非常に魅力的でした。

　私は脳の仕組みや働きに興味があり、その分野を研究できる生命情報学科を選択しまし

た。卒業後はそのまま修士課程に進むことを視野に入れていますが、その後の進路はまだ漠

然としています。ただ、現時点では情報系にも興味があるので、生命科学とITを融合できるよ

うな分野に進みたいと考えています。

　理工学部として勉強や研究に専念できる環境が整っていることに加え、さまざまな人たちと出

会い、刺激を受けることができる総合大学であることも慶應義塾の大きな魅力であると思います。
生命情報学科 3年
石川県／県立小松高等学校 出身

1年間幅広い分野を学びながら自分のやりたいことを見つけられる

必修諸外国語
※

必修諸外国語
※

総合教育科目 総合教育科目 総合教育科目必修英語

※ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語、朝鮮語から1語種を選択

Interview

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

人間工学
管理工学科

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科
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修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
86%

機械工学科 創造性と総合力を併せ持つ
リーダーの育成を目指す

機械工学の未来と社会ニーズを視野に入れた研究分野

慶應義塾は創立以来、「独立自尊」を体現する人材の育成を行ってきま

した。機械工学分野においても、この精神のもと、自らの力で世界を先

導することのできる、創造性と総合力のある技術者や研究者の育成を

目指しています。海外におけるトップレベルの大学との交換留学も盛ん

に実施されており、国際社会をリードする人材を数多く輩出しています。

限りなく広がる機械工学の未来と社会ニーズを視野に入れながら、「ナノ・マイクロテ

クノロジー」「宇宙・地球環境科学」「ライフメカニクス」の3つの分野を柱に、独自の教

育システムを導入。学生の皆さんの好奇心と探求心に応えるカリキュラムや精鋭の

教員を擁し、各人の個性を豊かに伸ばし、自己実現の可能性を大きく拓く教育を進め

ています。

時代の要請に応える創造的な技術者や研究者を育成
「実体験の重視」「基本の重視」「個性の重視」「コミュニケーション能力の重視」という

思想のもと、機械工学の基盤である力学体系を理解するとともに、技術者倫理を踏ま

え、地球環境・社会環境も視野に入れた総合的な現象解明や、創造的な設計・ものづ

くりを遂行する能力を持つ技術者や研究者の育成を目標に設定。時代の要請に応え

る人材の育成を行っています。

メカニクスの本質とアイデアを実現する手段を学ぶ
将来のエンジニアとして活躍が期待される皆さんに身につけてほしいことは、「メカニ

クスの基本」と「自由な発想」の融合です。機械工学科のカリキュラムでは、メカニクス

の本質を学ぶ「力学の基礎」科目と、学生個々の夢やアイデアを実現する手段を学ぶ実

技・実習科目を用意し、基礎力・探究心・創造性に溢れる人材の育成を行っています。

進級・卒業・進路について

学門A・学門Dから進級できます

Department of Mechanical Engineering 2～4年次 学部卒業後

学門Aから進級
約25%

就職　17%

その他（留学、資格試験準備など）1% その他（留学、資格試験準備など）4%

約20%

大学院
修士課程進学
82%

学門Dから進級
約75%

約50%

2018年3月
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学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

キヤノン株式会社 ………6名
トヨタ自動車株式会社   … 4名
本田技研工業株式会社 4名
川崎重工業株式会社    … 3名
ファナック株式会社 ……3名
ボッシュ株式会社 ………3名
新日鐵住金株式会社……2名
ソニー株式会社…………2名
東レ株式会社……………2名
東日本旅客鉄道株式会社 2名
他 ……………… 50社59名

近年、工学研究の対象は、マイクロスケール、さら

にはナノスケールへと、微小な世界へ踏み込んで

大きな成果を上げています。機械工学科では、分

子の動きのシミュレーション、ナノスケールの材料

表面改質、結晶成長シミュレーション、マイクロ・ナ

ノスケールの構造製作技術、MEMS（マイクロマシ

ン）など、さまざまなナノ・マイクロテクノロジーの

研究を行っています。

マイクロ、ナノという微小な世界へ
踏み込んだ研究

きれいで人が暮らしやすい「地球環境」を守ること

と、「宇宙」という未知の世界への挑戦を目指して

います。一例として、超音速で飛行するスペースプ

レーンに発生するさまざまな現象をコンピュータ

シミュレーションにより解析し、最適な設計を研究

しています。また、新しいエネルギー源として期待

されているメタンハイドレートの精製技術に関す

る研究も行っています。 

地球環境保全や宇宙という
未知の世界に着目した研究分野

福祉機器開発や、遠隔操作・人工現実感のための

ロボットハンド、人間の直感をコンピュータにより

サポートするデザイン手法など、ライフメカニクス

は機械工学の中で非常に重要な分野といえます。

高齢化社会を支える介助者養成用動作訓練ダ

ミーや安楽姿勢保持のための車椅子、自動車の

車体特性を解析するためのシミュレーションな

ど、幅広い研究が行われています。

機械工学で人の生活をサポート
するための幅広い技術研究

学科定員：133名

http://www.mech.keio.ac.jp/

オリンパス株式会社 ……1名
日揮株式会社……………1名
日本航空株式会社………1名

日立建機株式会社………1名
三菱重工業株式会社……1名
他 ……………… 16社16名

博士進学  10%

どんなことが勉強できるの？

学びのキーワード

1年次

航空機翼構造 低公害エンジン メタンハイドレート

マテリアルデザイン マルチフィジックス 宇宙工学

アクチュエータ・センサロボット

感性工学

人工臓器

超精密加工 デザイン科学MEMS・NEMS

3Dプリンタ 機械学習 コンピュータシミュレーション

バイオメカニクス（スポーツ・リハビリテーション工学）
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学びの庭に
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学門Aから進級
約37%

学門Bから進級
約63%

我が国の産業基盤は電子デバイス技術に基

づいており、ナノテクノロジーの進展は電子

デバイスの小型化に貢献しました。その技術

を支える電磁気学、量子力学、電子物性学な

どの学問を体系的に学ぶことで、電子デバイ

スやナノテクノロジーの進展に貢献できるば

かりか、カーボンナノチューブや有機半導体などの新しい技術の革新に必要

な基礎学力を習得することができます。

光の波としての性質と粒子としての性質を、

電磁気学と量子力学を柱とするカリキュラム

で学びます。加えて、デバイス、ネットワークや

ナノテクノロジー関連の科目を周辺技術とし

て学習。超高速インターネット、省エネルギー

光信号処理、大容量光記憶素子、量子コン

ピュータ、医療におけるレーザー応用などにおいて、変革をもたらすために必

要な学力が身につきます。

16 17

電気情報
工学科

明日のエレクトロニクス分野に
変革を起こすことのできる人材を育成

極限物理からハード・ソフトウェアまで

電気電子工学は、電気と光を情報の処理・伝達の手段やエネルギー源

として工学技術に応用する学問分野です。現代社会において、電子機器

がない日常生活は想像もできないことですが、これからも人間の安心・

安全、システムのスマート化、地球環境問題の解決など、豊かで快適な

社会を実現するため、電気電子工学を専門とした人材は情報工学も駆

使しながら活躍する場が広がっていくと期待されます。

電気情報工学科は、原子・電子の世界に踏み込んだ極限レベルの物性や非平衡物理

現象を利用した量子効果デバイス、およびその他の高機能デバイスを生み出すナノ

エレクトロニクス、電子技術と光技術の融合から生まれるオプトエレクトロニクスを

探求しています。それらがもたらすブレイクスルーによって、画像・知覚情報を媒体と

する生体・環境との適応システムの創造が期待されます。

最先端の探求と基礎学問の習得により人材を育成
技術の発展は突発的なものでなく、過去の知見の積み重ねによって成し遂げられま

す。最先端の学問を探究すると同時に、基礎学問の習得が重要です。電気情報工学科

では、ナノエレクトロニクスやオプトエレクトロニクスから生まれる新たなデバイスの

開発と、これを基盤に展開される回路・情報システムの開発を念頭に、技術のイノベ

ーションを創出できる人材を育成します。

基礎から応用までをマスターできるカリキュラム
「電子物性」「光・波動」「回路・情報システム」といった基礎から、私たちの生活に密接

した「システムLSI」「光通信システム」「医用工学」「デバイス・プロセス」といった応用

分野まで、電気電子情報工学の展開全域をマスターできるカリキュラムとなっていま

す。また、最新のコンピュータを道具として駆使できる教育と創造的な実験教育に力

を入れています。

学門A・学門Bから進級できます

Department of Electronics and
Electrical Engineering

学科定員：89名

http://www.elec.keio.ac.jp/

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
88%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　19%

その他（留学、資格試験準備など）3% その他（留学、資格試験準備など）2%

約20%

大学院
修士課程進学
78%

約30%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社日立製作所………4名
株式会社NTTドコモ ………3名
キヤノン株式会社 …………3名
ソニー株式会社……………3名
オリンパス株式会社 ………2名
トヨタ自動車株式会社 ……2名
関西電力株式会社 ………1名
ゴールドマン・サックス証券株式会社…1名
ソフトバンク株式会社 ……1名
株式会社ベイカレント・コンサルティング… 1名
三菱重工業株式会社………1名
他…………………… 27社28名

株式会社キーエンス …………1名
ソニー株式会社………………1名
デロイトトーマツコンサルティング合同会社… 1名

トヨタ自動車株式会社 ……1名
日本ユニシス株式会社 ……1名
他 …………………… 9社9名

博士進学  10%

1年次

産業基盤を支える電子デバイスなどの知識を体系的に学習 さまざまな分野に変革をもたらす光

どんなことが勉強できるの？

LSI技術と無線通信技術の理解に必要な知識

を電磁気学や電気回路学を柱とするカリキュ

ラムで学びます。加えて、素子を構成する半導

体の物理や、実践に近い学問としてのLSI回

路設計やワイヤレス技術についても、基礎か

ら応用までを体系的に学習。モバイルデータ端末などのコミュニケーション

ツールに変革をもたらすために必要な素養が習得できます。

マルチメディア・情報システム・人工知能の研

究に必要なコンピュータの知識と数学を、計

算機科学や複素解析、応用数学などを柱とす

るカリキュラムで学ぶと同時に、ハードウェア

に関する基礎知識を必修科目や電気回路な

どを通じて学びます。

画像圧縮、スマートグリッド、画像認識、人工知能，知的センシングなどの技術

に変革をもたらすために必要な基礎知識を身につけることができます。これ

らを体系的に学ぶことで、革新的なアルゴリズムとハードウェアの融合、創造

をできる人材を育成します。

LSIや無線通信に必要な知識を基礎から応用まで学ぶ コンピュータや数学、ハードウェアの基礎知識を習得

学びのキーワード

次世代集積回路

生体医用工学 バイオハイブリッド

ビッグデータ解析

コンピュータビジョン信号処理工学

モバイルデータ端末

ディープラーニング

フォトニクス

機械学習

AI IoT

ナノテクノロジー量子コンピュータ

大容量記憶素子省エネルギー信号処理

D
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A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



学門Aから進級
約37%

学門Bから進級
約63%

我が国の産業基盤は電子デバイス技術に基

づいており、ナノテクノロジーの進展は電子

デバイスの小型化に貢献しました。その技術

を支える電磁気学、量子力学、電子物性学な

どの学問を体系的に学ぶことで、電子デバイ

スやナノテクノロジーの進展に貢献できるば

かりか、カーボンナノチューブや有機半導体などの新しい技術の革新に必要

な基礎学力を習得することができます。

光の波としての性質と粒子としての性質を、

電磁気学と量子力学を柱とするカリキュラム

で学びます。加えて、デバイス、ネットワークや

ナノテクノロジー関連の科目を周辺技術とし

て学習。超高速インターネット、省エネルギー

光信号処理、大容量光記憶素子、量子コン

ピュータ、医療におけるレーザー応用などにおいて、変革をもたらすために必

要な学力が身につきます。
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物質の本質を理解・活用・制御し、
新たな知恵の獲得を目指す

化学の基礎と応用を重視し、密で幅広い分野を学ぶ

私たちの身の回りには、さまざまなものが満ち溢れています。私たちは、

こういったものの恩恵を受けて生きています。将来にわたって豊かで安

寧な社会を実現するためには、自然の中にある存在としての自覚を持

ち、自然との調和を考えた「ものづくり」を行うことが求められています。

そのためには、現象の奥にある本質を正しく理解し、活用し、制御するた

めの知恵を身につけることが重要です。 さあ、応用化学科の仲間になっ

て、本質をさらに深めていく「基礎」と正しく活かしていく「応用」を身に

つけ、一緒にポスト・グローバル社会を切り拓いていきましょう。

化学の「基礎」と「応用」の両方を重視し、「広い視野」と「深い専門性」を持った人材の

育成を目指しています。化学の基盤分野を網羅した教育で、幅広い化学を学んで初

めて得られる広い視野を武器に、刻々と変化する社会の課題に柔軟に対応できる基

盤を育てます。化学の知識と技術が求められる医療・地球環境・エネルギー問題など

の解決に貢献できる地力を身につけます。

伝統と柔軟性を持つ確かな教育実績
応用化学科は最も歴史のある学科の1つで、1学年100名以上・合計7000名以上の卒

業生を輩出しています。どの時代にも柔軟に対応できる人材を、絶えず輩出してきた

確かな教育実績があります。卒業生の約80％が、さらに高度な知識・技術を習得する

ため、大学院に進学します。その後、主に製造業を中心とした民間企業や大学等の教

育研究機関の第一線で活躍しています。

化学のすべての分野を網羅する多彩な教員陣
31名の教員が在籍し、16研究室に分かれて、物理化学、無機化学、材料化学、電気化

学、環境化学、化学工学、分析化学、有機化学、高分子化学、生物化学など、多彩な分

野において、教育・研究に日々邁進しています。

学門Eから進級できます
学科定員：118名

http://www.applc.keio.ac.jp/
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現代社会はさまざまな機能をもったマテリア

ル（材料）に支えられています。マテリアルは

原子や分子の集合体であり、構成要素の選択

や構造を制御することで特有の機能が発現

します。材料科学では無機化学や有機化学の

ような枠を超え、さまざまな知識を結び付け

る必要があります。マテリアルの構造、物性、合成方法などを深く理解し、「化

学」に立脚して新規なマテリアルを提案・創出します。

世界の経済発展は、膨大なエネルギー消費、

環境汚染の拡散を引き起こしています。今ま

さに直面する緊急課題を解決するために、環

境化学、分析化学、化学工学にまたがるグ

ローバルな知識が必要です。健康被害の原

因となる大気中微粒子の効率的捕集技術、食

品・水質の安全性がその場で分かるポータブル分析機器、ファインバブルを

利用した環境浄化や水処理技術の研究開発等に取り組みます。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
92%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　16%

その他（留学、資格試験準備など）1% その他（留学、資格試験準備など）4%

約60%

大学院
修士課程進学
83%

学門Eから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

旭化成株式会社……………5名
味の素株式会社……………4名
キヤノン株式会社 …………4名
信越化学工業株式会社……3名
住友化学株式会社…………3名
AGC株式会社………………2名
花王株式会社………………2名
京セラ株式会社……………2名
株式会社資生堂……………2名
東レ株式会社………………2名
他 ………………… 57社64名

株式会社NTTドコモ …………1名
株式会社キーエンス …………1名
サントリーホールディングス株式会社… 1名

森永乳業株式会社…………1名
株式会社LIXIL ……………1名
他…………………… 14社14名

博士進学  4%

1年次

実社会に貢献できるマテリアルをデザインし、「化学」で実現する グローバルな課題や新たな課題を「化学」で調べて解決する

どんなことが勉強できるの？

分子を自由自在につなげる方法を追究して

いくと、抗がん剤などの薬成分や、それを体

内の標的部位に輸送する有機材料をつくる

ことができます。また、体の中で起こるさまざ

まな事象を有機分子が複雑に絡みあう現象

と捉えると、病気になったり治ったりする生命

現象を分子レベルで理解できます。このように、有機分子を見つけて、作って、

利用する。それが応用化学科のオーガニックサイエンス分野です。

未だ混沌とした「生命」の謎を紐解く方法とし

て、生命現象を「化学物質の分子レベルの反

応と連携」と捉えて、化学の言葉で理解するケ

ミカルバイオロジーが注目されています。こ

の研究分野では、生命の謎解きに取り組むと

ともに、生命に積極的に働きかけ人々の健康

と医療に貢献するものづくり、生体システムを模倣・活用することで環境にや

さしいものづくりなどの研究を行います。

生命現象を解明・制御する有機分子を見つけて作って使う 化学と生物学の融合により、生命科学の解明・医療・環境改善
に貢献する

学びのキーワード

医薬・健康・資源・環境・エネルギー生命現象解明

エネルギー変換・貯蔵ナノマテリアル機能材料ナノテクノロジー

環境・エネルギー材料スマートマテリアルライフサイエンス

細胞生物化学有機システム化学マテリアル科学天然物化学

生物化学高分子化学有機化学分析化学化学工学

環境化学電気化学材料化学無機化学物理化学

応用化学科
Department of Applied Chemistry

D
学門

A
学門

C
学門

E
学門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

B
学門

学びの庭に
入る5つの門

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



物質の本質を理解・活用・制御し、
新たな知恵の獲得を目指す

化学の基礎と応用を重視し、密で幅広い分野を学ぶ

私たちの身の回りには、さまざまなものが満ち溢れています。私たちは、

こういったものの恩恵を受けて生きています。将来にわたって豊かで安

寧な社会を実現するためには、自然の中にある存在としての自覚を持

ち、自然との調和を考えた「ものづくり」を行うことが求められています。

そのためには、現象の奥にある本質を正しく理解し、活用し、制御するた

めの知恵を身につけることが重要です。 さあ、応用化学科の仲間になっ

て、本質をさらに深めていく「基礎」と正しく活かしていく「応用」を身に

つけ、一緒にポスト・グローバル社会を切り拓いていきましょう。

化学の「基礎」と「応用」の両方を重視し、「広い視野」と「深い専門性」を持った人材の

育成を目指しています。化学の基盤分野を網羅した教育で、幅広い化学を学んで初

めて得られる広い視野を武器に、刻々と変化する社会の課題に柔軟に対応できる基

盤を育てます。化学の知識と技術が求められる医療・地球環境・エネルギー問題など

の解決に貢献できる地力を身につけます。

伝統と柔軟性を持つ確かな教育実績
応用化学科は最も歴史のある学科の1つで、1学年100名以上・合計7000名以上の卒

業生を輩出しています。どの時代にも柔軟に対応できる人材を、絶えず輩出してきた

確かな教育実績があります。卒業生の約80％が、さらに高度な知識・技術を習得する

ため、大学院に進学します。その後、主に製造業を中心とした民間企業や大学等の教

育研究機関の第一線で活躍しています。

化学のすべての分野を網羅する多彩な教員陣
31名の教員が在籍し、16研究室に分かれて、物理化学、無機化学、材料化学、電気化

学、環境化学、化学工学、分析化学、有機化学、高分子化学、生物化学など、多彩な分

野において、教育・研究に日々邁進しています。

学門Eから進級できます
学科定員：118名

http://www.applc.keio.ac.jp/
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現代社会はさまざまな機能をもったマテリア

ル（材料）に支えられています。マテリアルは

原子や分子の集合体であり、構成要素の選択

や構造を制御することで特有の機能が発現

します。材料科学では無機化学や有機化学の

ような枠を超え、さまざまな知識を結び付け

る必要があります。マテリアルの構造、物性、合成方法などを深く理解し、「化

学」に立脚して新規なマテリアルを提案・創出します。

世界の経済発展は、膨大なエネルギー消費、

環境汚染の拡散を引き起こしています。今ま

さに直面する緊急課題を解決するために、環

境化学、分析化学、化学工学にまたがるグ

ローバルな知識が必要です。健康被害の原

因となる大気中微粒子の効率的捕集技術、食

品・水質の安全性がその場で分かるポータブル分析機器、ファインバブルを

利用した環境浄化や水処理技術の研究開発等に取り組みます。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
92%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　16%

その他（留学、資格試験準備など）1% その他（留学、資格試験準備など）4%

約60%

大学院
修士課程進学
83%

学門Eから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

旭化成株式会社……………5名
味の素株式会社……………4名
キヤノン株式会社 …………4名
信越化学工業株式会社……3名
住友化学株式会社…………3名
AGC株式会社………………2名
花王株式会社………………2名
京セラ株式会社……………2名
株式会社資生堂……………2名
東レ株式会社………………2名
他 ………………… 57社64名

株式会社NTTドコモ …………1名
株式会社キーエンス …………1名
サントリーホールディングス株式会社… 1名

森永乳業株式会社…………1名
株式会社LIXIL ……………1名
他…………………… 14社14名

博士進学  4%

1年次

実社会に貢献できるマテリアルをデザインし、「化学」で実現する グローバルな課題や新たな課題を「化学」で調べて解決する

どんなことが勉強できるの？

分子を自由自在につなげる方法を追究して

いくと、抗がん剤などの薬成分や、それを体

内の標的部位に輸送する有機材料をつくる

ことができます。また、体の中で起こるさまざ

まな事象を有機分子が複雑に絡みあう現象

と捉えると、病気になったり治ったりする生命

現象を分子レベルで理解できます。このように、有機分子を見つけて、作って、

利用する。それが応用化学科のオーガニックサイエンス分野です。

未だ混沌とした「生命」の謎を紐解く方法とし

て、生命現象を「化学物質の分子レベルの反

応と連携」と捉えて、化学の言葉で理解するケ

ミカルバイオロジーが注目されています。こ

の研究分野では、生命の謎解きに取り組むと

ともに、生命に積極的に働きかけ人々の健康

と医療に貢献するものづくり、生体システムを模倣・活用することで環境にや

さしいものづくりなどの研究を行います。

生命現象を解明・制御する有機分子を見つけて作って使う 化学と生物学の融合により、生命科学の解明・医療・環境改善
に貢献する

学びのキーワード

医薬・健康・資源・環境・エネルギー生命現象解明

エネルギー変換・貯蔵ナノマテリアル機能材料ナノテクノロジー

環境・エネルギー材料スマートマテリアルライフサイエンス

細胞生物化学有機システム化学マテリアル科学天然物化学

生物化学高分子化学有機化学分析化学化学工学

環境化学電気化学材料化学無機化学物理化学

応用化学科
Department of Applied Chemistry

D
学門

A
学門

C
学門

E
学門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

B
学門

学びの庭に
入る5つの門

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



物質の光学的・電気的・磁気的性質の解明

と、量子情報技術やスピントロニクスなどの、

次世代情報技術の創出を目指します。また、

最先端ナノテクノロジーによる、新しい半導

体・金属・磁性材料の研究や、ナノデバイスの

開発を進めています。物理学の応用により、

高速に大量の情報を処理する未来の情報技術を担う新しい素子・材料・物質

や、計算方法なども研究しています。

小さな太陽を地球上に作り出す核融合技術、

空気中や水中に放出されていた熱から電力

を取り出す熱電素子、大電力を損失なく送る

ことができる超伝導材料などの先端エネル

ギー技術に関する研究を進めています。ま

た、空気中から悪臭などの不快な物質や危険

な物質を取り除くフィルター、新たな防水・防汚加工技術の開発など、地球に

優しい未来の技術の研究も行っています。

20 21

物理情報
工学科

物理の基盤知識を
さまざまな先端技術に応用する

応用物理、エレクトロニクス、システム科学における最先端の研究

超伝導技術を駆使した省エネ社会、量子コンピュータの実現による高

速演算、スピントロニクスによる次世代情報技術やレーザーを利用した

人に優しい医療など、物理情報工学科は物理と数学を基盤とした「もの

づくり」のための応用物理学を学びます。多岐にわたる専門科目と研究

活動を展開し、世界を先導するエンジニアの育成を目指しています。

新しい基礎工学や基礎技術の創成とその展開を目指し、情報・エネルギー・システム

のための応用物理学を研究しています。具体的には次世代の技術の中核を成す「量

子・情報物理」や新しい物性・エネルギーを創出する「創発物性科学」、さまざまな現

象を測り制御する「情報計測・情報制御」を中心に、多岐にわたる応用研究を行って

います。

世界で活躍できる人材を目指し、国際交流を重視
―４学期制の導入
基礎工学の知識を学生時代にしっかりと習得し、卒業後に社会でリーダーシップをと

ることができる人材の育成を目指しています。また、第3学年では4学期制が導入され、

海外の大学で単位を取得することも可能なカリキュラムを編成しています。積極的な

国際交流・国際進出を実現しており、将来は先端的な研究開発において世界を舞台

に活躍することを期待しています。

応用物理を体系的に理解するための充実した基礎・専門科目
第2学年では応用物理学の基盤である「電磁気学」「量子力学」、また、エレクトロニク

ス分野に必須の電気・電子回路学、解析・モデリングに必要な数理的手法を学び、工

学の基礎をしっかりと着実に習得します。「物性工学」や「制御工学」の必修科目とさ

まざまな選択科目により専門的学力を十分に養い、それらの知識を各専門分野に応

用する能力を培うことができます。

学門A・学門Bから進級できます

Department of Applied
Physics and Physico - Informatics

学科定員：103名

http://www.appi.keio.ac.jp/

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
85%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

学門Aから進級
約70%

就職　17%

その他（留学、資格試験準備など）3% その他（留学、資格試験準備など）4%

約40%

大学院
修士課程進学
80%

学門Bから進級
約30%

約20%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

日本放送協会………………4名
株式会社野村総合研究所…4名
富士通株式会社……………3名
本田技研工業株式会社……3名
ソニー株式会社……………2名
東海旅客鉄道株式会社……2名
アクセンチュア株式会社……1名
関西電力株式会社 ………1名
株式会社テレビ朝日………1名
日揮株式会社………………1名
他 ………………… 38社47名

新日鉄住金ソリューションズ株式会社… 2名
株式会社NTTドコモ …………1名
トヨタ自動車株式会社 ………1名

マイクロソフトディベロップメント株式会社…1名
三井物産株式会社 ………1名
他 …………………… 9社9名

博士進学  11%

1年次

最先端のナノデバイスを開発し情報技術を刷新する 環境に配慮して自然のエネルギーを効率よく生かすことを追究

どんなことが勉強できるの？

X線CT、MRI、超音波エコー、レーザー治療な

ど、物理学を応用した医療技術が発展してき

ました。

物理情報工学科では、がんの画像診断や初

期がんを検出するバイオセンサをはじめ、生

体の微小な振動を計測する運動機能計測や

遺伝子発現を制御する技術などを、光学・電磁気学・力学などの物理学およ

び画像処理・信号処理を駆使して研究しています。

応用物理やエレクトロニクスの要素技術を組

み合わせ、全体として機能させるシステム制

御技術を学びます。航空管制システムの制

御、電力の安定供給、臨場感の高い音響の実

現や不快音の消去、音響・振動計測による探

査や故障の予測、照明を利用した可視光通

信、携帯型端末による位置計測・放射線計測などを実現するため、高度なシス

テム制御に関する研究をしています。

物理学の応用によってさらにミクロな体の機能がわかる ロケットや航空機などに応用できるシステム制御方法を研究

学びのキーワード

情報光学 量子制御マグネティクス

量子計算

機能薄膜

超伝導

表面物性高分子光学

プラズマ応用 流体物性論

界面プロセス

化学物理 物質探索

信号処理 画像処理

ソフトマター

フォトニクスポリマー

量子光エレクトロニクス

スピントロニクス

量子情報物理学

強相関電子物理

微小エネルギー変換 有機エレクトロニクス

理論物性科学 計算物質設計

高周波システム

航空管制制御環境センサ遺伝子制御システム制御

生体計測・生体制御

マテリアルズインフォマティクス バイオインスパイアード材料科学

ナノデバイス

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



物質の光学的・電気的・磁気的性質の解明

と、量子情報技術やスピントロニクスなどの、

次世代情報技術の創出を目指します。また、

最先端ナノテクノロジーによる、新しい半導

体・金属・磁性材料の研究や、ナノデバイスの

開発を進めています。物理学の応用により、

高速に大量の情報を処理する未来の情報技術を担う新しい素子・材料・物質

や、計算方法なども研究しています。

小さな太陽を地球上に作り出す核融合技術、

空気中や水中に放出されていた熱から電力

を取り出す熱電素子、大電力を損失なく送る

ことができる超伝導材料などの先端エネル

ギー技術に関する研究を進めています。ま

た、空気中から悪臭などの不快な物質や危険

な物質を取り除くフィルター、新たな防水・防汚加工技術の開発など、地球に

優しい未来の技術の研究も行っています。
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物理情報
工学科

物理の基盤知識を
さまざまな先端技術に応用する

応用物理、エレクトロニクス、システム科学における最先端の研究

超伝導技術を駆使した省エネ社会、量子コンピュータの実現による高

速演算、スピントロニクスによる次世代情報技術やレーザーを利用した

人に優しい医療など、物理情報工学科は物理と数学を基盤とした「もの

づくり」のための応用物理学を学びます。多岐にわたる専門科目と研究

活動を展開し、世界を先導するエンジニアの育成を目指しています。

新しい基礎工学や基礎技術の創成とその展開を目指し、情報・エネルギー・システム

のための応用物理学を研究しています。具体的には次世代の技術の中核を成す「量

子・情報物理」や新しい物性・エネルギーを創出する「創発物性科学」、さまざまな現

象を測り制御する「情報計測・情報制御」を中心に、多岐にわたる応用研究を行って

います。

世界で活躍できる人材を目指し、国際交流を重視
―４学期制の導入
基礎工学の知識を学生時代にしっかりと習得し、卒業後に社会でリーダーシップをと

ることができる人材の育成を目指しています。また、第3学年では4学期制が導入され、

海外の大学で単位を取得することも可能なカリキュラムを編成しています。積極的な

国際交流・国際進出を実現しており、将来は先端的な研究開発において世界を舞台

に活躍することを期待しています。

応用物理を体系的に理解するための充実した基礎・専門科目
第2学年では応用物理学の基盤である「電磁気学」「量子力学」、また、エレクトロニク

ス分野に必須の電気・電子回路学、解析・モデリングに必要な数理的手法を学び、工

学の基礎をしっかりと着実に習得します。「物性工学」や「制御工学」の必修科目とさ

まざまな選択科目により専門的学力を十分に養い、それらの知識を各専門分野に応

用する能力を培うことができます。

学門A・学門Bから進級できます
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学科定員：103名

http://www.appi.keio.ac.jp/

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
85%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

学門Aから進級
約70%

就職　17%

その他（留学、資格試験準備など）3% その他（留学、資格試験準備など）4%

約40%

大学院
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学門D

日本放送協会………………4名
株式会社野村総合研究所…4名
富士通株式会社……………3名
本田技研工業株式会社……3名
ソニー株式会社……………2名
東海旅客鉄道株式会社……2名
アクセンチュア株式会社……1名
関西電力株式会社 ………1名
株式会社テレビ朝日………1名
日揮株式会社………………1名
他 ………………… 38社47名

新日鉄住金ソリューションズ株式会社… 2名
株式会社NTTドコモ …………1名
トヨタ自動車株式会社 ………1名

マイクロソフトディベロップメント株式会社…1名
三井物産株式会社 ………1名
他 …………………… 9社9名

博士進学  11%

1年次

最先端のナノデバイスを開発し情報技術を刷新する 環境に配慮して自然のエネルギーを効率よく生かすことを追究

どんなことが勉強できるの？

X線CT、MRI、超音波エコー、レーザー治療な

ど、物理学を応用した医療技術が発展してき

ました。

物理情報工学科では、がんの画像診断や初

期がんを検出するバイオセンサをはじめ、生

体の微小な振動を計測する運動機能計測や

遺伝子発現を制御する技術などを、光学・電磁気学・力学などの物理学およ

び画像処理・信号処理を駆使して研究しています。

応用物理やエレクトロニクスの要素技術を組

み合わせ、全体として機能させるシステム制

御技術を学びます。航空管制システムの制

御、電力の安定供給、臨場感の高い音響の実

現や不快音の消去、音響・振動計測による探

査や故障の予測、照明を利用した可視光通

信、携帯型端末による位置計測・放射線計測などを実現するため、高度なシス

テム制御に関する研究をしています。

物理学の応用によってさらにミクロな体の機能がわかる ロケットや航空機などに応用できるシステム制御方法を研究

学びのキーワード

情報光学 量子制御マグネティクス

量子計算

機能薄膜

超伝導

表面物性高分子光学

プラズマ応用 流体物性論

界面プロセス

化学物理 物質探索

信号処理 画像処理

ソフトマター

フォトニクスポリマー

量子光エレクトロニクス

スピントロニクス

量子情報物理学

強相関電子物理

微小エネルギー変換 有機エレクトロニクス

理論物性科学 計算物質設計

高周波システム

航空管制制御環境センサ遺伝子制御システム制御

生体計測・生体制御

マテリアルズインフォマティクス バイオインスパイアード材料科学
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数理ファイナンス 離散数学
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コンピューティング
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応用統計解析
エージェント データサイエンス
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経済分析
経営管理

金融工学
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進化発生生物学 脳神経科学
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医薬資源化学　機能材料化学
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信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
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宇宙物理

ビッグデータ
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管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



「人間」「もの」「情報」「金」を柱とし、
現実社会における問題の解決を図る

管理工学の4本柱「人間」「もの」「情報」「金」

管理工学とはさまざまな技術を統合し、人間の諸活動を含めたシステ

ム全体の設計やコントロール、新たな管理技法の開発などを目指す理

論および技術体系です。管理工学科では、経済学や心理学なども含め

た学科目を幅広く設置し学生の視野を広げるとともに、複雑な現実社

会の中から問題点を抽出し、解決を図る能力を持つ技術者の養成を心

がけています。

管理工学科では「人間」「もの」「情報」「金」の4つをキーワードとして、さまざまな視点

や発想から科学技術とマネジメントを考えます。そのため理工学の基礎知識に加え

て､管理工学の基礎となる統計解析や情報処理、システム解析、インダストリアル・エ

ンジニアリング、人間工学、経営管理、オペレーションズ・リサーチなどの教育を行っ

ています。

視野が広く、特定分野に造詣が深い管理技術者の育成を目指す
視野の広い技術者の育成を目指す管理工学科では、「逆T字型」の技術者、つまり底

辺が幅広くかつ特定の分野において造詣の深い管理技術者を理想としています。そ

のために多角的な科目編成を行っているだけではなく、学生が自ら考えて理解をよ

り一層深めていけるような自主的・自律的な勉強態度を養うことも重視しています。

4つの領域を柱に多彩なカリキュラムを提供
理工学の基礎知識や数理的要素を土台として、さらに人文・社会科学系の科目により

人間や社会についての理解を図り、企業トップなどが必要とする統合的な判断力を

育てることを目的としています。これに基づき「システムと人間」「応用統計と最適化」

「コンピュータと情報処理」「経営と経済」の4つの領域を柱としたカリキュラムを組ん

でいます。

学門C・学門Dから進級できます
学科定員：99名

http://www.ae.keio.ac.jp/

管理工学科
Department of Administration Engineering

22 23

ほとんどのシステムは人間が使うことが前提

であったり、人間そのものがそのシステムの

一部であったりします。そこで、人間の行動や

心理、機械やコンピュータの特質を捉え、相互

がスムーズに働くシステムを考えます。インダ

ストリアル・エンジニアリング、生産工学や人

間工学、システム工学などがこれに対応し、ヒューマンエラー、高度道路交通シ

ステム、ICタグを利用する生産物流システムなどの研究が行われています。

データから状況を把握・分析し、さらにそれら

を数理モデル化して最も効率的な解を導き

出すための手法を学びます。データを収集し

た上で、そこから役立つ知識を得るための統

計解析、ものづくりで力を発揮する品質管理

や品質工学、現実問題を反映した数理モデ

ルの構築、数学的手法で経営戦略などを研究するオペレーションズ・リサーチ

などがあります。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
90%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　48%

その他（留学、資格試験準備など）3% その他（留学、資格試験準備など）6%

約35%

大学院
修士課程進学
49%

学門Cから進級
約70%

学門Dから進級
約30%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ…4名
アビームコンサルティング株式会社…2名
株式会社野村総合研究所…2名
ソフトバンク株式会社………1名
東京海上日動火災保険株式会社…1名
東レ株式会社………………1名
トヨタ自動車株式会社 ……1名
西日本旅客鉄道株式会社…1名
日本銀行……………………1名
三菱商事株式会社…………1名
他 ………………… 27社28名

キヤノン株式会社 …………4名
新日鉄住金ソリューションズ株式会社…3名
株式会社三菱UFJ銀行 ……3名
独立行政法人国際協力機構…1名
学校法人女子学院 ………1名
日本航空株式会社…………1名
他 ………………… 38社39名

博士進学  4%

1年次

人間と機械の特質を捉えたシステムを構築する 現実問題を反映した数理モデルを考案する

どんなことが勉強できるの？

プログラミング、アルゴリズム、ソフトウェア工

学、人工知能、機械学習など、実践的な情報シ

ステム技術を習得します。

「ビッグデータに内在する知識を発見するた

めの機械学習」「人の行動をシミュレートし支

援する分散人工知能技術と災害避難への応

用」「人と共生する自律型汎用人工知能開発」の研究も行われています。

企業経営に必要となる経営や経済に関する

問題を、工学的・数学的に解決する方法を学

びます。経営管理論・財務諸表などの経営計

算、企業経営の最適化を研究する経営工学、

経済分析や企業の意思決定メカニズムを考

える決定理論などが対象となります。天候リ

スクを伴う商品へ保険を提供する天候デリバティブや、資金運用のための金

融工学などの研究も行われています。　

人工知能を中心とした先端情報処理技術を習得する 経営・経済に関する諸問題を工学的に解決する

学びのキーワード

データサイエンス実験計画法

応用統計解析Supply Chain Management (SCM)

Industrial Engineering (IE)ソフトウェア工学人工知能

ヒューマンファクターズ人間工学リスク管理

金融工学情報の経済学ビジネスエコノミクス

社会システムモデリングオペレーションズ・リサーチ

約15%

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



「人間」「もの」「情報」「金」を柱とし、
現実社会における問題の解決を図る

管理工学の4本柱「人間」「もの」「情報」「金」

管理工学とはさまざまな技術を統合し、人間の諸活動を含めたシステ

ム全体の設計やコントロール、新たな管理技法の開発などを目指す理

論および技術体系です。管理工学科では、経済学や心理学なども含め

た学科目を幅広く設置し学生の視野を広げるとともに、複雑な現実社

会の中から問題点を抽出し、解決を図る能力を持つ技術者の養成を心

がけています。

管理工学科では「人間」「もの」「情報」「金」の4つをキーワードとして、さまざまな視点

や発想から科学技術とマネジメントを考えます。そのため理工学の基礎知識に加え

て､管理工学の基礎となる統計解析や情報処理、システム解析、インダストリアル・エ

ンジニアリング、人間工学、経営管理、オペレーションズ・リサーチなどの教育を行っ

ています。

視野が広く、特定分野に造詣が深い管理技術者の育成を目指す
視野の広い技術者の育成を目指す管理工学科では、「逆T字型」の技術者、つまり底

辺が幅広くかつ特定の分野において造詣の深い管理技術者を理想としています。そ

のために多角的な科目編成を行っているだけではなく、学生が自ら考えて理解をよ

り一層深めていけるような自主的・自律的な勉強態度を養うことも重視しています。

4つの領域を柱に多彩なカリキュラムを提供
理工学の基礎知識や数理的要素を土台として、さらに人文・社会科学系の科目により

人間や社会についての理解を図り、企業トップなどが必要とする統合的な判断力を

育てることを目的としています。これに基づき「システムと人間」「応用統計と最適化」

「コンピュータと情報処理」「経営と経済」の4つの領域を柱としたカリキュラムを組ん

でいます。

学門C・学門Dから進級できます
学科定員：99名

http://www.ae.keio.ac.jp/

管理工学科
Department of Administration Engineering
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ほとんどのシステムは人間が使うことが前提

であったり、人間そのものがそのシステムの

一部であったりします。そこで、人間の行動や

心理、機械やコンピュータの特質を捉え、相互

がスムーズに働くシステムを考えます。インダ

ストリアル・エンジニアリング、生産工学や人

間工学、システム工学などがこれに対応し、ヒューマンエラー、高度道路交通シ

ステム、ICタグを利用する生産物流システムなどの研究が行われています。

データから状況を把握・分析し、さらにそれら

を数理モデル化して最も効率的な解を導き

出すための手法を学びます。データを収集し

た上で、そこから役立つ知識を得るための統

計解析、ものづくりで力を発揮する品質管理

や品質工学、現実問題を反映した数理モデ

ルの構築、数学的手法で経営戦略などを研究するオペレーションズ・リサーチ

などがあります。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
90%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　48%

その他（留学、資格試験準備など）3% その他（留学、資格試験準備など）6%

約35%

大学院
修士課程進学
49%

学門Cから進級
約70%

学門Dから進級
約30%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ…4名
アビームコンサルティング株式会社…2名
株式会社野村総合研究所…2名
ソフトバンク株式会社………1名
東京海上日動火災保険株式会社…1名
東レ株式会社………………1名
トヨタ自動車株式会社 ……1名
西日本旅客鉄道株式会社…1名
日本銀行……………………1名
三菱商事株式会社…………1名
他 ………………… 27社28名

キヤノン株式会社 …………4名
新日鉄住金ソリューションズ株式会社…3名
株式会社三菱UFJ銀行 ……3名
独立行政法人国際協力機構…1名
学校法人女子学院 ………1名
日本航空株式会社…………1名
他 ………………… 38社39名

博士進学  4%

1年次

人間と機械の特質を捉えたシステムを構築する 現実問題を反映した数理モデルを考案する

どんなことが勉強できるの？

プログラミング、アルゴリズム、ソフトウェア工

学、人工知能、機械学習など、実践的な情報シ

ステム技術を習得します。

「ビッグデータに内在する知識を発見するた

めの機械学習」「人の行動をシミュレートし支

援する分散人工知能技術と災害避難への応

用」「人と共生する自律型汎用人工知能開発」の研究も行われています。

企業経営に必要となる経営や経済に関する

問題を、工学的・数学的に解決する方法を学

びます。経営管理論・財務諸表などの経営計

算、企業経営の最適化を研究する経営工学、

経済分析や企業の意思決定メカニズムを考

える決定理論などが対象となります。天候リ

スクを伴う商品へ保険を提供する天候デリバティブや、資金運用のための金

融工学などの研究も行われています。　

人工知能を中心とした先端情報処理技術を習得する 経営・経済に関する諸問題を工学的に解決する

学びのキーワード

データサイエンス実験計画法

応用統計解析Supply Chain Management (SCM)

Industrial Engineering (IE)ソフトウェア工学人工知能

ヒューマンファクターズ人間工学リスク管理

金融工学情報の経済学ビジネスエコノミクス

社会システムモデリングオペレーションズ・リサーチ

約15%

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



我々が目にする自然現象、社会現象、経済現

象は小さな現象の積み重ねとして理解でき

ることが多くあります。たとえば、ランダムな

原子の動きがマクロな熱の流れをつくりだす

と考えることで、物体の温度変化を表す熱方

程式が得られます。このような方程式の解析

は、鋳鉄に使われる高炉内の温度変化の推測や都市における渋滞の予測な

どさまざまな場面に応用されています。

動植物の地理的な分布や株価の動向など、

私たちの身の回りに起こるさまざまな現象を

理解するための方法論として統計学がありま

す。統計学では、データの要約値や散布図な

どの基本的な統計処理により数学的なモデ

ルを構築し、現象の深い理解と将来の予測を

行います。そのため実際のデータ収集から、モデリング、計算アルゴリズム、結

果の解釈までを一体的に扱います。
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さまざまな自然現象や社会現象を表現し
その本質を理解する

数学の基礎となる考え方を包括的に学ぶ

数学は厳密な論理のもとに現象を捉え、数を使って表現し、それにより

対象の背景にある構造を見出すことを目的としています。数理科学はさ

まざまな対象を包括的に扱っている学問であり、純粋な枠組みから現

実の問題への応用を含め、対象の抽象化、定式化、モデル化やさらにそ

の先にある新しい現象を追究しています。

数学は、その基礎が確立された現在においてボーダーレスの時代に突入し、単なる

手法ではなくなってきています。これを受けて全分野を包括的に学ぶ必要があります

が、基礎となる考え方は代数学、解析学、幾何学、確率論、離散数学の5つに分かれて

います。また応用に関連する分野として、統計学や数値解析、最適化があります。

自分で考える力を育てるため、対話と議論を重視
数理科学科の教育理念は、自分で考える力を育てることです。それは計算を基礎とす

る思考実験を繰り返し経験することによって獲得でき、またこれによって得られた考

え方の枠組みが問題解決の方向性を与える道具となります。数理科学科では学習を

手助けするために対話を重視し、互いに議論しあうことによって自ら答えを導くこと

を目指します。

現象の本質を見出す方法と、その応用を習得
第2学年までに極限、微積分などの微小概念と、連立方程式の解法から発展した学問

である線形代数を学びます。これにより問題解法や計算手法だけではなく、現象を捉

える方法を習得します。それと合わせて数学を使った現実問題への応用として、デー

タの統計的処理、シミュレーションとその方法などについても学びます。

学門Cから進級できます
学科定員：60名

http://www.math.keio.ac.jp/

数理科学科
Department of Mathematics

ものの個数を数えるために生まれた整数と

いう概念は、人類の黎明期より存在してきま

した。整数は数えるという最も素朴で基本的

な問題に起源を持ちますが、たし算やかけ算

などの「代数的構造」を通じて、非常に深い数

学の世界へと繋がっていきます。たとえば現

在、情報通信社会の基盤を成している暗号理論などは、すでに数百年前に開

発された整数論の理論に基づいています。

幾何学とは図形の特徴を数によって表し、そ

の性質を調べる学問です。たとえば平面図形

においては、長さや角度、面積などが特徴を

表す数となります。本学においてはより複雑

な図形が対象となり、絡んだ糸を数学的に抽

象化した結び目とその絡み具合を表す「不変

量」、球面など表面が曲がった図形の曲がり具合を表す「曲率」などが研究さ

れています。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
83%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　27%

その他（留学、資格試験準備など）11%
その他（留学、資格試験準備など）4%

約30% 大学院
修士課程進学
62%

学門Cから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ…1名
新日鉄住金ソリューションズ株式会社…1名
株式会社日本経済新聞社…1名
日本電気株式会社…………1名
日本電信電話株式会社……1名
日本ユニシス株式会社 ……1名
株式会社日立製作所………1名
富士通株式会社……………1名
三井住友海上あいおい生命保険株式会社…1名
文部科学省…………………1名
他……………………… 9社9名

アクサ生命保険株式会社……1名
コナミホールディングス株式会社…1名
日本マイクロソフト株式会社…1名
株式会社三菱UFJ銀行………1名

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社…1名
他…………………… 10社10名

博士進学  13%

1年次

古代から存在する「整数」の概念から深い数学の世界を学ぶ 球面の曲がり具合など図形に関するありとあらゆる性質を解き明かす

どんなことが勉強できるの？

ミクロな現象の動きを分析し全体の構造を明らかにする 自然現象を数値で読み解き新しいモデルを構築

学びのキーワード

金融工学ベイズ予測数理統計学最適化

グラフ理論微分位相幾何学作用素環離散群

数理ファイナンス極限定理統計力学

力学系偏微分方程式岩澤理論数論幾何

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学
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ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



我々が目にする自然現象、社会現象、経済現

象は小さな現象の積み重ねとして理解でき

ることが多くあります。たとえば、ランダムな

原子の動きがマクロな熱の流れをつくりだす

と考えることで、物体の温度変化を表す熱方

程式が得られます。このような方程式の解析

は、鋳鉄に使われる高炉内の温度変化の推測や都市における渋滞の予測な

どさまざまな場面に応用されています。

動植物の地理的な分布や株価の動向など、

私たちの身の回りに起こるさまざまな現象を

理解するための方法論として統計学がありま

す。統計学では、データの要約値や散布図な

どの基本的な統計処理により数学的なモデ

ルを構築し、現象の深い理解と将来の予測を

行います。そのため実際のデータ収集から、モデリング、計算アルゴリズム、結

果の解釈までを一体的に扱います。

25

さまざまな自然現象や社会現象を表現し
その本質を理解する

数学の基礎となる考え方を包括的に学ぶ

数学は厳密な論理のもとに現象を捉え、数を使って表現し、それにより

対象の背景にある構造を見出すことを目的としています。数理科学はさ

まざまな対象を包括的に扱っている学問であり、純粋な枠組みから現

実の問題への応用を含め、対象の抽象化、定式化、モデル化やさらにそ

の先にある新しい現象を追究しています。

数学は、その基礎が確立された現在においてボーダーレスの時代に突入し、単なる

手法ではなくなってきています。これを受けて全分野を包括的に学ぶ必要があります

が、基礎となる考え方は代数学、解析学、幾何学、確率論、離散数学の5つに分かれて

います。また応用に関連する分野として、統計学や数値解析、最適化があります。

自分で考える力を育てるため、対話と議論を重視
数理科学科の教育理念は、自分で考える力を育てることです。それは計算を基礎とす

る思考実験を繰り返し経験することによって獲得でき、またこれによって得られた考

え方の枠組みが問題解決の方向性を与える道具となります。数理科学科では学習を

手助けするために対話を重視し、互いに議論しあうことによって自ら答えを導くこと

を目指します。

現象の本質を見出す方法と、その応用を習得
第2学年までに極限、微積分などの微小概念と、連立方程式の解法から発展した学問

である線形代数を学びます。これにより問題解法や計算手法だけではなく、現象を捉

える方法を習得します。それと合わせて数学を使った現実問題への応用として、デー

タの統計的処理、シミュレーションとその方法などについても学びます。

学門Cから進級できます
学科定員：60名

http://www.math.keio.ac.jp/

数理科学科
Department of Mathematics

ものの個数を数えるために生まれた整数と

いう概念は、人類の黎明期より存在してきま

した。整数は数えるという最も素朴で基本的

な問題に起源を持ちますが、たし算やかけ算

などの「代数的構造」を通じて、非常に深い数

学の世界へと繋がっていきます。たとえば現

在、情報通信社会の基盤を成している暗号理論などは、すでに数百年前に開

発された整数論の理論に基づいています。

幾何学とは図形の特徴を数によって表し、そ

の性質を調べる学問です。たとえば平面図形

においては、長さや角度、面積などが特徴を

表す数となります。本学においてはより複雑

な図形が対象となり、絡んだ糸を数学的に抽

象化した結び目とその絡み具合を表す「不変

量」、球面など表面が曲がった図形の曲がり具合を表す「曲率」などが研究さ

れています。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
83%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　27%

その他（留学、資格試験準備など）11%
その他（留学、資格試験準備など）4%

約30% 大学院
修士課程進学
62%

学門Cから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ…1名
新日鉄住金ソリューションズ株式会社…1名
株式会社日本経済新聞社…1名
日本電気株式会社…………1名
日本電信電話株式会社……1名
日本ユニシス株式会社 ……1名
株式会社日立製作所………1名
富士通株式会社……………1名
三井住友海上あいおい生命保険株式会社…1名
文部科学省…………………1名
他……………………… 9社9名

アクサ生命保険株式会社……1名
コナミホールディングス株式会社…1名
日本マイクロソフト株式会社…1名
株式会社三菱UFJ銀行………1名

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社…1名
他…………………… 10社10名

博士進学  13%

1年次

古代から存在する「整数」の概念から深い数学の世界を学ぶ 球面の曲がり具合など図形に関するありとあらゆる性質を解き明かす

どんなことが勉強できるの？

ミクロな現象の動きを分析し全体の構造を明らかにする 自然現象を数値で読み解き新しいモデルを構築

学びのキーワード

金融工学ベイズ予測数理統計学最適化

グラフ理論微分位相幾何学作用素環離散群

数理ファイナンス極限定理統計力学

力学系偏微分方程式岩澤理論数論幾何

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学
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ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



素粒子論、原子核論、宇宙論を通して自然界

の根源を追究しています。また、我々の銀河

系の構造、銀河系中心、活動銀河中心核と巨

大ブラックホール、星間物質の進化と星形成

などの研究を行っています。極限まで小さい

素粒子の世界から、銀河系の構造の解明ま

で、さまざまなスケールで展開される物理現象を理論と実験の両面から探求

しています。

微細加工によって展開されるナノスケール物

理学は、その特徴を利用することで、半導体

や磁性体スピントロニクスデバイスの高性能

化を実現できます。また、低温で示す超伝導・

超流動などの巨視的量子現象も基礎物理学

だけでなく、室温超伝導の実現に向けてその

解明が切望されています。計算科学・実験物理学を駆使して新しい物質機能

を探っています。

先端的な光源の特徴を極限まで利用し、新し

い分光法や光による物質制御法を研究して

います。レーザーを光源として使うと、スペク

トル分解能や検出感度は飛躍的に向上し、通

常の線形光学では現れない非線形光学現象

を利用して波長変換などを行うことができま

す。また、「テラヘルツ」光パルスを用いた物質制御の新分野の開拓に取り組

んでいます。

生命体を構成する基本単位である細胞がど

のように活動し、生命を保つのかを知ろうと

しています。特に、タンパク質や核酸がどのよ

うなかたちで、どのように動いているのか、細

胞内小器官はどのような構造を持っているの

かを、巨大な電子加速器から得られるX線を

用いた構造解析やスーパーコンピュータによる計算機実験によって調べてい

ます。

学門Aから進級できます
学科定員：41名

http://www.phys.keio.ac.jp/

物理学科
Department of Physics
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「普遍性」と「創発」を理解して
素粒子から宇宙、社会現象までを解明する
自然現象の共通の物理法則「普遍性-universality-」の探求が、物理学の

目的のひとつです。一方、「超伝導」のように、電子1個の振る舞いからは

決して予測できない、物質のさまざまな「階層」がまったく新しい性質を

示すこと「創発-emergence-」は、生命科学や社会科学にも共通する考

え方です。「普遍性」と「創発」を理解できれば、どのような科学技術に携

わっても立派に通用するでしょう。

新しい物理学を切り拓く最先端の研究テーマ
物理学はすべての科学技術の基礎となる学問です。現代の物理学では、素粒子の世

界から、生命や宇宙、経済・社会現象までも扱います。物理学科では、自然現象の根源

を探る素粒子・原子核・宇宙物理学研究から、最先端サイエンス・テクノロジーを支え

る物質開発・計測技術開発に至るまで、新しい物理学の発展を先導する研究を行っ

ています。

基礎と応用、どの分野でも活躍できる人材
卒業後は大学院でより深く物理学を探究し、世界の科学技術をリードする研究者とし

て活躍することもできますし、企業の研究者あるいはエンジニアとして世界中の人々

の生活を豊かにするテクノロジー開発に貢献することもできます。卒業後、さまざまな

分野で社会貢献できることは、多数の物理学科卒業生の活躍がそれを示しています。

しっかりとした基礎力を養う
物理学科での教育カリキュラムは、学生が将来基礎科学と応用技術の両方で活躍す

ることを意識して組まれています。「力学」「電磁気学」「量子力学」「熱・統計力学」には、

十分な講義時間を割き、着実に理解が深まるよう工夫されたカリキュラムを用意して

います。第3学年以降では、より最先端に近い分野についても学ぶことができます。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
73%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　10%

その他（留学、資格試験準備など）7%

約20%

大学院
修士課程進学
90%

学門Aから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

アクセンチュア株式会社……1名
キヤノン株式会社 …………1名
コナミビジネスエキスパート株式会社…1名
JFEスチール株式会社………1名
ソニー株式会社……………1名
株式会社デンソー北海道……1名
日本アドバンス・テクノロジー株式会社… 1名
株式会社野村総合研究所…1名
株式会社ブリヂストン ……1名
株式会社リコー ……………1名
他……………………… 1社1名

新日鉄住金ソリューションズ株式会社… 1名
日本テキサス・インスツルメンツ株式会社… 1名

株式会社文化放送開発センター…1名
株式会社ベイカレント・コンサルティング…1名

博士進学  20%

1年次

素粒子から宇宙の構造まで極限の世界を探る 理論と実験で切り拓く新しい「ナノスケール」の物理

どんなことが勉強できるの？

「ひかり」の技術で物質を検知して、制御する 物理学だからこそ生命のしくみを解明できる

学びのキーワード

光物性物理学磁性物理学統計物理学

電波天文学量子情報物性物理学

生物物理学レーザー半導体磁性体

超伝導超流動原子核素粒子宇宙

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



素粒子論、原子核論、宇宙論を通して自然界

の根源を追究しています。また、我々の銀河

系の構造、銀河系中心、活動銀河中心核と巨

大ブラックホール、星間物質の進化と星形成

などの研究を行っています。極限まで小さい

素粒子の世界から、銀河系の構造の解明ま

で、さまざまなスケールで展開される物理現象を理論と実験の両面から探求

しています。

微細加工によって展開されるナノスケール物

理学は、その特徴を利用することで、半導体

や磁性体スピントロニクスデバイスの高性能

化を実現できます。また、低温で示す超伝導・

超流動などの巨視的量子現象も基礎物理学

だけでなく、室温超伝導の実現に向けてその

解明が切望されています。計算科学・実験物理学を駆使して新しい物質機能

を探っています。

先端的な光源の特徴を極限まで利用し、新し

い分光法や光による物質制御法を研究して

います。レーザーを光源として使うと、スペク

トル分解能や検出感度は飛躍的に向上し、通

常の線形光学では現れない非線形光学現象

を利用して波長変換などを行うことができま

す。また、「テラヘルツ」光パルスを用いた物質制御の新分野の開拓に取り組

んでいます。

生命体を構成する基本単位である細胞がど

のように活動し、生命を保つのかを知ろうと

しています。特に、タンパク質や核酸がどのよ

うなかたちで、どのように動いているのか、細

胞内小器官はどのような構造を持っているの

かを、巨大な電子加速器から得られるX線を

用いた構造解析やスーパーコンピュータによる計算機実験によって調べてい

ます。

学門Aから進級できます
学科定員：41名

http://www.phys.keio.ac.jp/

物理学科
Department of Physics
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「普遍性」と「創発」を理解して
素粒子から宇宙、社会現象までを解明する
自然現象の共通の物理法則「普遍性-universality-」の探求が、物理学の

目的のひとつです。一方、「超伝導」のように、電子1個の振る舞いからは

決して予測できない、物質のさまざまな「階層」がまったく新しい性質を

示すこと「創発-emergence-」は、生命科学や社会科学にも共通する考

え方です。「普遍性」と「創発」を理解できれば、どのような科学技術に携

わっても立派に通用するでしょう。

新しい物理学を切り拓く最先端の研究テーマ
物理学はすべての科学技術の基礎となる学問です。現代の物理学では、素粒子の世

界から、生命や宇宙、経済・社会現象までも扱います。物理学科では、自然現象の根源

を探る素粒子・原子核・宇宙物理学研究から、最先端サイエンス・テクノロジーを支え

る物質開発・計測技術開発に至るまで、新しい物理学の発展を先導する研究を行っ

ています。

基礎と応用、どの分野でも活躍できる人材
卒業後は大学院でより深く物理学を探究し、世界の科学技術をリードする研究者とし

て活躍することもできますし、企業の研究者あるいはエンジニアとして世界中の人々

の生活を豊かにするテクノロジー開発に貢献することもできます。卒業後、さまざまな

分野で社会貢献できることは、多数の物理学科卒業生の活躍がそれを示しています。

しっかりとした基礎力を養う
物理学科での教育カリキュラムは、学生が将来基礎科学と応用技術の両方で活躍す

ることを意識して組まれています。「力学」「電磁気学」「量子力学」「熱・統計力学」には、

十分な講義時間を割き、着実に理解が深まるよう工夫されたカリキュラムを用意して

います。第3学年以降では、より最先端に近い分野についても学ぶことができます。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
73%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　10%

その他（留学、資格試験準備など）7%

約20%

大学院
修士課程進学
90%

学門Aから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

アクセンチュア株式会社……1名
キヤノン株式会社 …………1名
コナミビジネスエキスパート株式会社…1名
JFEスチール株式会社………1名
ソニー株式会社……………1名
株式会社デンソー北海道……1名
日本アドバンス・テクノロジー株式会社… 1名
株式会社野村総合研究所…1名
株式会社ブリヂストン ……1名
株式会社リコー ……………1名
他……………………… 1社1名

新日鉄住金ソリューションズ株式会社… 1名
日本テキサス・インスツルメンツ株式会社… 1名

株式会社文化放送開発センター…1名
株式会社ベイカレント・コンサルティング…1名

博士進学  20%

1年次

素粒子から宇宙の構造まで極限の世界を探る 理論と実験で切り拓く新しい「ナノスケール」の物理

どんなことが勉強できるの？

「ひかり」の技術で物質を検知して、制御する 物理学だからこそ生命のしくみを解明できる

学びのキーワード

光物性物理学磁性物理学統計物理学

電波天文学量子情報物性物理学

生物物理学レーザー半導体磁性体

超伝導超流動原子核素粒子宇宙

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学
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科学の「幹」となる進化する化学
探究・解明からはじまる創造のサイエンス

基礎から応用まで世界の最先端の研究

「人と自然に一番近いサイエンス」、それが化学です。「化学」とは物質の

性質とその変化を対象とした学問であり、私たちが生活していく上で、

必要不可欠なさまざまな物質を自由自在に創り出すことができる唯一

の手段です。このように「化学」は多くの科学技術の文字通り「根幹」であ

り、将来にわたって科学技術の舞台で主役を演じ続けます。

物理化学、無機化学、有機化学、材料化学、生命化学などの分野を軸として、たとえば、

（1）実験や計算による反応プロセスの解析、（2）触媒や磁性体など高機能ナノ材料の

創成、（3）新しい化学反応の開発、（4）生命現象の分子レベルでの解明など、普遍的

な基礎化学から次世代を切り拓く応用研究まで最先端の化学を研究できます。

少人数教育でリーダーとなる人材を育成
1学年あたりの学生約40名に対して、20名の教員が理工学部で最もきめ細やかな少

人数教育を行っています。第4学年の卒業研究の多くは、そのままそれぞれの分野の

専門学会で発表できるような最先端の内容です。新分野を開拓し、独創的な新技術

を創成することのできる真のリーダーに成長するよう全力でサポートしています。

化学の全分野をバランスよく学ぶ
第2・第3学年では、化学の基礎的分野をバランスよく学び、専門的な化学を学ぶため

の基礎学力を身につけます。また、「ものとの触れあい」を大切にする化学実験によっ

て、理学の中心“Central Science”としての化学の視点を身につけます。第4学年では、

卒業研究のほか、他大学などの研究者による特別講義で世界最先端のテーマにも触

れます。

学門Eから進級できます
学科定員：40名

http://www.chem.keio.ac.jp/

化学現象を電子や原子レベルで解明するこ

とは、新しい学問分野や概念を創出するだけ

にとどまらず、新奇な機能性材料を創成する

ことにもつながります。（1）ミクロの世界にお

ける電子や原子の運動や反応機構の解析、

（2）ナノクラスターと呼ばれる新奇なナノ物

質の創成、（3）物質表面に特有な現象を原子レベルで理解し、次世代の機能

性材料を創出するなどの研究を行っています。

次世代の情報通信技術やエネルギーの高度

利用など、私たちの生活を豊かにする物質を

創成することは化学の重要な役割です。（1）

超高速・高密度の磁気記録が可能なナノ材

料の開発、（2）ダイヤモンドを使った超高感

度センサや環境浄化システムの開発、（3）有

機太陽電池やエネルギー変換触媒の創出などのほか、ナノ触媒や有機半導

体、発光材料の研究も行っています。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
89%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　22%

その他（留学、資格試験準備など）5% その他（留学、資格試験準備など）4%

約20%

大学院
修士課程進学
73%

学門Eから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

住友化学株式会社 ………2名
株式会社IHIエアロスペース…1名
AGC株式会社………………1名
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構…1名
JFEテクノリサーチ株式会社…1名
信越化学工業株式会社……1名
積水化学工業株式会社……1名
第一三共株式会社…………1名
日本放送協会………………1名
株式会社ブリヂストン………1名
株式会社明電舎……………1名
他…………………… 12社12名

株式会社SBI証券 ……………1名
オリンパス株式会社 …………1名
株式会社パワーエッジ ………1名

ボッシュ株式会社 …………1名
UBS証券株式会社…………1名
他 …………………… 3社3名

博士進学  7%

1年次

原子のレベルで理解して新しい物質を創り出す 今までにない材料を化学が実現する

どんなことが勉強できるの？

有機金属錯体を触媒として利用することに

よって、通常の有機合成では得られない有用

な化合物を合成することができます。（1）医

薬品や機能性材料の合成に不可欠な反応の

開発、（2）通常は反応することのない不活性

な物質同士を反応させる触媒の開発などを

行っています。そのほか、二酸化炭素を利用した反応や、簡便な手法による有

機電子材料の開発も行っています。

生体現象を分子レベルで解明することは、生

命化学の新しい展開を生み出すだけでなく、

創薬や治療法の開発につながります。（1）微

生物由来の化合物の合成と解析による免疫

機構の解明、（2）海洋生物由来の生物活性物

質を利用した医薬品の開発、（3）タンパク質

が制御する細胞内の銅イオン輸送経路の解明と神経難病の治療法開発への

応用などを研究しています。

化学反応をコントロールする「触媒」を究める 「化学力」を駆使して生命の謎に挑む

学びのキーワード

量子化学

錯体触媒表面化学ナノクラスター

ナノ機能材料光機能性材料

分子集合体有機金属化学

ダイヤモンド電極

グリーンケミストリータンパク質化学天然物化学

ケミカルバイオロジー生物有機化学有機合成

化学科
Department of Chemistry

D
学門

A
学門

C
学門

E
学門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

B
学門

学びの庭に
入る5つの門

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学
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科学の「幹」となる進化する化学
探究・解明からはじまる創造のサイエンス

基礎から応用まで世界の最先端の研究

「人と自然に一番近いサイエンス」、それが化学です。「化学」とは物質の

性質とその変化を対象とした学問であり、私たちが生活していく上で、

必要不可欠なさまざまな物質を自由自在に創り出すことができる唯一

の手段です。このように「化学」は多くの科学技術の文字通り「根幹」であ

り、将来にわたって科学技術の舞台で主役を演じ続けます。

物理化学、無機化学、有機化学、材料化学、生命化学などの分野を軸として、たとえば、

（1）実験や計算による反応プロセスの解析、（2）触媒や磁性体など高機能ナノ材料の

創成、（3）新しい化学反応の開発、（4）生命現象の分子レベルでの解明など、普遍的

な基礎化学から次世代を切り拓く応用研究まで最先端の化学を研究できます。

少人数教育でリーダーとなる人材を育成
1学年あたりの学生約40名に対して、20名の教員が理工学部で最もきめ細やかな少

人数教育を行っています。第4学年の卒業研究の多くは、そのままそれぞれの分野の

専門学会で発表できるような最先端の内容です。新分野を開拓し、独創的な新技術

を創成することのできる真のリーダーに成長するよう全力でサポートしています。

化学の全分野をバランスよく学ぶ
第2・第3学年では、化学の基礎的分野をバランスよく学び、専門的な化学を学ぶため

の基礎学力を身につけます。また、「ものとの触れあい」を大切にする化学実験によっ

て、理学の中心“Central Science”としての化学の視点を身につけます。第4学年では、

卒業研究のほか、他大学などの研究者による特別講義で世界最先端のテーマにも触

れます。

学門Eから進級できます
学科定員：40名

http://www.chem.keio.ac.jp/

化学現象を電子や原子レベルで解明するこ

とは、新しい学問分野や概念を創出するだけ

にとどまらず、新奇な機能性材料を創成する

ことにもつながります。（1）ミクロの世界にお

ける電子や原子の運動や反応機構の解析、

（2）ナノクラスターと呼ばれる新奇なナノ物

質の創成、（3）物質表面に特有な現象を原子レベルで理解し、次世代の機能

性材料を創出するなどの研究を行っています。

次世代の情報通信技術やエネルギーの高度

利用など、私たちの生活を豊かにする物質を

創成することは化学の重要な役割です。（1）

超高速・高密度の磁気記録が可能なナノ材

料の開発、（2）ダイヤモンドを使った超高感

度センサや環境浄化システムの開発、（3）有

機太陽電池やエネルギー変換触媒の創出などのほか、ナノ触媒や有機半導

体、発光材料の研究も行っています。

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
89%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　22%

その他（留学、資格試験準備など）5% その他（留学、資格試験準備など）4%

約20%

大学院
修士課程進学
73%

学門Eから進級
100%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

住友化学株式会社 ………2名
株式会社IHIエアロスペース…1名
AGC株式会社………………1名
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構…1名
JFEテクノリサーチ株式会社…1名
信越化学工業株式会社……1名
積水化学工業株式会社……1名
第一三共株式会社…………1名
日本放送協会………………1名
株式会社ブリヂストン………1名
株式会社明電舎……………1名
他…………………… 12社12名

株式会社SBI証券 ……………1名
オリンパス株式会社 …………1名
株式会社パワーエッジ ………1名

ボッシュ株式会社 …………1名
UBS証券株式会社…………1名
他 …………………… 3社3名

博士進学  7%

1年次

原子のレベルで理解して新しい物質を創り出す 今までにない材料を化学が実現する

どんなことが勉強できるの？

有機金属錯体を触媒として利用することに

よって、通常の有機合成では得られない有用

な化合物を合成することができます。（1）医

薬品や機能性材料の合成に不可欠な反応の

開発、（2）通常は反応することのない不活性

な物質同士を反応させる触媒の開発などを

行っています。そのほか、二酸化炭素を利用した反応や、簡便な手法による有

機電子材料の開発も行っています。

生体現象を分子レベルで解明することは、生

命化学の新しい展開を生み出すだけでなく、

創薬や治療法の開発につながります。（1）微

生物由来の化合物の合成と解析による免疫

機構の解明、（2）海洋生物由来の生物活性物

質を利用した医薬品の開発、（3）タンパク質

が制御する細胞内の銅イオン輸送経路の解明と神経難病の治療法開発への

応用などを研究しています。

化学反応をコントロールする「触媒」を究める 「化学力」を駆使して生命の謎に挑む

学びのキーワード

量子化学

錯体触媒表面化学ナノクラスター

ナノ機能材料光機能性材料

分子集合体有機金属化学

ダイヤモンド電極

グリーンケミストリータンパク質化学天然物化学

ケミカルバイオロジー生物有機化学有機合成

化学科
Department of Chemistry

D
学門

A
学門

C
学門

E
学門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

B
学門

学びの庭に
入る5つの門

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



熱流体センシングは、細胞や電子デバイスな

どのナノ・マイクロスケールから、過酷な熱環

境にさらされる原子炉や宇宙機などの大規

模スケールにおけるシステムデザインの観

点で非常に重要な分野です。レーザー計測と

MEMS技術を融合した新しいアイデアに基づ

くナノ・マイクロ熱流体・熱物性センシング技術は世界をリードする次世代テ

クノロジーを生み出します。

介護の現場では、各個人

に対応した身体的支援が

望まれています。そこで身

体機能の設計原理を飛

躍的に発展させ、革新的な医工融合基盤の構築を目指しています。たとえば

人間の持つさまざまな動きを抽出、記録、再現するだけでなく、力触覚技術な

どのハプティクス機能を応用し、「柔らかい」動きを実現するロボットアームな

どの研究が行われています。

日本が世界をリードする製造技術分野にお

いて、製品を生み出す工作機械は、その重要

基盤となっています。産業技術のさらなる革

新には、工作機械のインテリジェント化が欠

かせません。そのため超精密加工の実現や

グローバル社会におけるものづくりの強化に

貢献し、新しい機能性材料の創成や加工プロセスの自動監視を行うための制

御技術を研究しています。

2025年には、日本の65歳以上の人口が総人

口の3割以上になるといわれています。この

「超高齢化社会」を見据えて、人々がどう生き、

社会がどうあるべきなのかの研究を進めて

います。具体的には、生活基盤である建築・都

市のサステナブル（持続可能な）デザインを

軸に、快適で健康を増進させる居住空間の実現方法から、地球温暖化の対策

までを幅広く対象としています。

基盤技術を総合的に活用し
新しいシステムをデザインする

社会や人間、自然環境の調和を実現する

システムデザイン工学とは、科学技術の影響がおよぶ社会や人間、自然

環境などを対象に、工学システムとそれを取り巻く環境との調和性を実

現しようという工学分野です。いわば「環境空間」というキャンバスに「モ

デル化」という筆を用いて、「システム」という絵を設計していく、新たな

理工学といえるでしょう。

システムデザイン工学では、個々に独自の発達を遂げてきた要素技術を統合し、技術

と技術、技術と人間、技術と社会をより高度に調和させるシステムやそのデザインを

扱います。具体的には宇宙、エネルギー、環境、建築、情報、ロボット、バイオなどの各

分野のハードウェアシステムやインフラストラクチャを対象に、その制御技術やシス

テムのデザインを研究しています。

基盤となる知識と新しい視点を備え、課題に取り組む人材を育成
工学の世界では、力学・エネルギー・制御・情報などの基盤的知識を総合的に活用し、

さまざまな課題に正面から取り組むことのできる能力が求められます。そこで、シス

テムデザイン工学科では環境・宇宙・都市・生命など、複雑な工学的システムを内包

する総合的環境に適応したハードウェア・ソフトウェアを実現することができる人材

の育成を目指しています。

幅広い選択科目と、充実した実技科目を提供
必修科目として、実験や演習に加えてシステムデザインの基礎や、これらを理解する

上で必要な数学的知識、先端技術現場を直接体験できる「システムデザイン工学概

論」などを学びます。また、デザイン表現力を磨く「デザインリテラシー演習」をはじめ、

「システムデザイン工学演習」などものづくりを目的とした実技科目を通して、知識・

技術の両面から創造力を磨くことができます。

学門B・学門Dから進級できます
学科定員：118名

http://www.sd.keio.ac.jp/

システム
デザイン
工学科

Department of System Design Engineering

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
86%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　21%

その他（留学、資格試験準備など）3%

その他（留学、資格試験準備など）10%

約25%

大学院
修士課程進学
76%

学門Bから進級
約33%

学門Dから進級
約67%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

新日鐵住金株式会社………3名
東京都………………………3名
オリンパス株式会社 ………2名
清水建設株式会社…………2名
株式会社野村総合研究所…2名
パナソニック株式会社………2名
公益財団法人鉄道総合技術研究所…1名
東京瓦斯株式会社…………1名
トヨタ自動車株式会社………1名
日本マイクロソフト株式会社…1名
他…………………… 69社78名

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ……2名
キヤノン株式会社………………2名
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構…1名

積水ハウス株式会社 ………1名
日本航空株式会社…………1名
他…………………… 23社24名

博士進学  4%

1年次

革新的なセンシング技術で熱・エネルギー分野の先導者を目指す 皮膚にやさしく細かなタッチができるロボットアームに応用

どんなことが勉強できるの？

日本のものづくりを支える新材料の創出や制御技術を学ぶ 幅広い世代にとって住みやすい空間設計の考え方を身につける

学びのキーワード

ナノ・マイクロ空間熱流体システムシステム熱物性工学

宇宙システム工学応用力学・計算力学

建築・都市システム空間・環境デザイン

スマートシティ生命システム工学

パワーエレクトロニクス人間支援ロボット

モーションコントロール生体信号解析

コンピュータネットワークシステム制御工学

知能化工作機械デジタルマニュファクチュアリング

約35%

30 31

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



熱流体センシングは、細胞や電子デバイスな

どのナノ・マイクロスケールから、過酷な熱環

境にさらされる原子炉や宇宙機などの大規

模スケールにおけるシステムデザインの観

点で非常に重要な分野です。レーザー計測と

MEMS技術を融合した新しいアイデアに基づ

くナノ・マイクロ熱流体・熱物性センシング技術は世界をリードする次世代テ

クノロジーを生み出します。

介護の現場では、各個人

に対応した身体的支援が

望まれています。そこで身

体機能の設計原理を飛

躍的に発展させ、革新的な医工融合基盤の構築を目指しています。たとえば

人間の持つさまざまな動きを抽出、記録、再現するだけでなく、力触覚技術な

どのハプティクス機能を応用し、「柔らかい」動きを実現するロボットアームな

どの研究が行われています。

日本が世界をリードする製造技術分野にお

いて、製品を生み出す工作機械は、その重要

基盤となっています。産業技術のさらなる革

新には、工作機械のインテリジェント化が欠

かせません。そのため超精密加工の実現や

グローバル社会におけるものづくりの強化に

貢献し、新しい機能性材料の創成や加工プロセスの自動監視を行うための制

御技術を研究しています。

2025年には、日本の65歳以上の人口が総人

口の3割以上になるといわれています。この

「超高齢化社会」を見据えて、人々がどう生き、

社会がどうあるべきなのかの研究を進めて

います。具体的には、生活基盤である建築・都

市のサステナブル（持続可能な）デザインを

軸に、快適で健康を増進させる居住空間の実現方法から、地球温暖化の対策

までを幅広く対象としています。

基盤技術を総合的に活用し
新しいシステムをデザインする

社会や人間、自然環境の調和を実現する

システムデザイン工学とは、科学技術の影響がおよぶ社会や人間、自然

環境などを対象に、工学システムとそれを取り巻く環境との調和性を実

現しようという工学分野です。いわば「環境空間」というキャンバスに「モ

デル化」という筆を用いて、「システム」という絵を設計していく、新たな

理工学といえるでしょう。

システムデザイン工学では、個々に独自の発達を遂げてきた要素技術を統合し、技術

と技術、技術と人間、技術と社会をより高度に調和させるシステムやそのデザインを

扱います。具体的には宇宙、エネルギー、環境、建築、情報、ロボット、バイオなどの各

分野のハードウェアシステムやインフラストラクチャを対象に、その制御技術やシス

テムのデザインを研究しています。

基盤となる知識と新しい視点を備え、課題に取り組む人材を育成
工学の世界では、力学・エネルギー・制御・情報などの基盤的知識を総合的に活用し、

さまざまな課題に正面から取り組むことのできる能力が求められます。そこで、シス

テムデザイン工学科では環境・宇宙・都市・生命など、複雑な工学的システムを内包

する総合的環境に適応したハードウェア・ソフトウェアを実現することができる人材

の育成を目指しています。

幅広い選択科目と、充実した実技科目を提供
必修科目として、実験や演習に加えてシステムデザインの基礎や、これらを理解する

上で必要な数学的知識、先端技術現場を直接体験できる「システムデザイン工学概

論」などを学びます。また、デザイン表現力を磨く「デザインリテラシー演習」をはじめ、

「システムデザイン工学演習」などものづくりを目的とした実技科目を通して、知識・

技術の両面から創造力を磨くことができます。

学門B・学門Dから進級できます
学科定員：118名

http://www.sd.keio.ac.jp/

システム
デザイン
工学科

Department of System Design Engineering

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
86%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　21%

その他（留学、資格試験準備など）3%

その他（留学、資格試験準備など）10%

約25%

大学院
修士課程進学
76%

学門Bから進級
約33%

学門Dから進級
約67%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

新日鐵住金株式会社………3名
東京都………………………3名
オリンパス株式会社 ………2名
清水建設株式会社…………2名
株式会社野村総合研究所…2名
パナソニック株式会社………2名
公益財団法人鉄道総合技術研究所…1名
東京瓦斯株式会社…………1名
トヨタ自動車株式会社………1名
日本マイクロソフト株式会社…1名
他…………………… 69社78名

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ……2名
キヤノン株式会社………………2名
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構…1名

積水ハウス株式会社 ………1名
日本航空株式会社…………1名
他…………………… 23社24名

博士進学  4%

1年次

革新的なセンシング技術で熱・エネルギー分野の先導者を目指す 皮膚にやさしく細かなタッチができるロボットアームに応用

どんなことが勉強できるの？

日本のものづくりを支える新材料の創出や制御技術を学ぶ 幅広い世代にとって住みやすい空間設計の考え方を身につける

学びのキーワード

ナノ・マイクロ空間熱流体システムシステム熱物性工学

宇宙システム工学応用力学・計算力学

建築・都市システム空間・環境デザイン

スマートシティ生命システム工学

パワーエレクトロニクス人間支援ロボット

モーションコントロール生体信号解析

コンピュータネットワークシステム制御工学

知能化工作機械デジタルマニュファクチュアリング

約35%
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D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学
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修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
86%

情報工学科 情報通信の技術とその未来を正しく理解し
世界をリードする先端技術者を養成する

多方面にわたる研究分野の網羅

情報工学とは情報の力を工学的に利用するための分野です。 コン

ピュータ科学、メディア工学、 通信工学を「情報」の観点から融合的に扱

う工学分野で、情報工学科では情報の発生、獲得、伝達、蓄積、処理、 表

示などにわたる学術の発展と人材の育成を通じて、社会に貢献すること

を目指しています。

情報工学科の研究分野は非常に多岐にわたることが特徴です。一例を挙げると、計

算機アーキテクチャ、通信／ネットワーク・アーキテクチャ、セキュリティ、システムソ

フトウェア、ソフトウェア工学、組込みシステム、ユビキタスシステム、メディア情報処

理、人工知能、ユーザインタフェース、ヒューマンコンピュータインタラクションなどの

さまざまな研究分野があります。

情報を中心に、基礎学問と応用分野の連携
2040年における社会のリーダーを育てることを目標に、そのためのアプローチとし

て「多様化の許容」「流動性の確保」、そして「連携」をキーワードとした教育を行って

います。また、これからのリーダーに求められる資質として、しっかりした基礎学力の

上に専門を身につけ、国際的かつ広い視野で周りの技術を貪欲に取り込むことがで

きる人材の育成を目指します。

必修はプログラミングのみで幅広い科目選択が可能
さまざまな技術の複合体である現在のIT製品を理解するにはコンピュータ、通信、情

報メディアの3つの分野すべてをカバーする必要があります。情報工学科のカリキュ

ラムは、これら分野の基礎から応用までがバランスよく習得できるように作られてい

ます。なお第2・第3学年では徹底した基礎教育により、情報技術者としての生涯に役

立つ地道な土台作りから始めます。

進級・卒業・進路について

学門B・学門Cから進級できます

Department of Information and
Computer Science

2～4年次 学部卒業後

学門Bから進級
約40%

就職　13%

その他（留学、資格試験準備など）2%

その他（留学、資格試験準備など）6%

大学院
修士課程進学
85%学門Cから進級

約60%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ…6名
ソニー株式会社…………6名
ソフトバンク株式会社……3名
トヨタ自動車株式会社……2名
日本アイ・ビー・エム株式会社…2名
ゴールドマン・サックス証券株式会社…1名
株式会社セールスフォース・ドットコム… 1名
日本放送協会……………1名
任天堂株式会社…………1名
ヤフー株式会社…………1名
他………………… 43社58名

いまや、ありとあらゆる機器にコンピュータが内

蔵され、コンピュータなくして社会基盤を形成す

ることはできません。また、新しいデジタル機器や

ネットワークサービスが次々と登場しており、社会

を取り巻く環境は刻一刻と変化しています。情報

工学科ではコンピュータ技術の「おおもと」を押さ

えるだけでなく、新技術・新分野を開拓すること

で、変化の激しい情報社会における創造をテーマ

に研究を行っています。

コンピュータの基礎技術を学び
情報社会への新しい役割を創造

現代社会では、通信はなくてはならない社会基盤

の1つといえます。これらは、人と人との情報のや

りとりだけでなく、モノと人、モノとモノとの情報の

やりとりも担っており、切れることなく、超大容量の

データを高速に伝送することが求められていま

す。情報工学科では、社会基盤としての通信を支

えるために、光通信やモバイル通信、インターネッ

トについて研究しており、世界をリードする成果を

次々と挙げています。

通信技術の広範な応用と
connected時代のネットワークの研究

音や文字や絵といった「メディア」を取り扱う科学

技術は、コンピュータとともに大きな躍進を遂げ、

人と人にとどまらず情報伝達にさまざまな相互作

用をもたらしています。また同時に、情報工学で

取り扱う範囲も触感や匂い、さらには感情に至る

まで広がっています。情報工学科では、この「メ

ディア」技術を重要な基礎要素の柱と考え、情報

の担い手となる多様な「メディア」を扱う基盤技術

について研究しています。

多様化するメディアに適した
情報技術の提供

学科定員：88名

http://www.ics.keio.ac.jp/

株式会社IHI ………………1名
アクセンチュア株式会社……1名

株式会社コーエーテクモホールディングス… 1名
株式会社山陰放送………1名
野村證券株式会社………1名
他…………………… 7社7名

博士進学  8%

どんなことが勉強できるの？

学びのキーワード

1年次

データベースビッグデータ処理システムソフトウェア

ソフトウェア工学計算機システム分散システム

情報ネットワーク無線通信光ネットワーク

インターネットユーザインタフェースバーチャルリアリティ

コンピュータビジョンコンピュータグラフィックス人工知能

約30%

約25%

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学
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修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
86%

情報工学科 情報通信の技術とその未来を正しく理解し
世界をリードする先端技術者を養成する

多方面にわたる研究分野の網羅

情報工学とは情報の力を工学的に利用するための分野です。 コン

ピュータ科学、メディア工学、 通信工学を「情報」の観点から融合的に扱

う工学分野で、情報工学科では情報の発生、獲得、伝達、蓄積、処理、 表

示などにわたる学術の発展と人材の育成を通じて、社会に貢献すること

を目指しています。

情報工学科の研究分野は非常に多岐にわたることが特徴です。一例を挙げると、計

算機アーキテクチャ、通信／ネットワーク・アーキテクチャ、セキュリティ、システムソ

フトウェア、ソフトウェア工学、組込みシステム、ユビキタスシステム、メディア情報処

理、人工知能、ユーザインタフェース、ヒューマンコンピュータインタラクションなどの

さまざまな研究分野があります。

情報を中心に、基礎学問と応用分野の連携
2040年における社会のリーダーを育てることを目標に、そのためのアプローチとし

て「多様化の許容」「流動性の確保」、そして「連携」をキーワードとした教育を行って

います。また、これからのリーダーに求められる資質として、しっかりした基礎学力の

上に専門を身につけ、国際的かつ広い視野で周りの技術を貪欲に取り込むことがで

きる人材の育成を目指します。

必修はプログラミングのみで幅広い科目選択が可能
さまざまな技術の複合体である現在のIT製品を理解するにはコンピュータ、通信、情

報メディアの3つの分野すべてをカバーする必要があります。情報工学科のカリキュ

ラムは、これら分野の基礎から応用までがバランスよく習得できるように作られてい

ます。なお第2・第3学年では徹底した基礎教育により、情報技術者としての生涯に役

立つ地道な土台作りから始めます。

進級・卒業・進路について

学門B・学門Cから進級できます

Department of Information and
Computer Science

2～4年次 学部卒業後

学門Bから進級
約40%

就職　13%

その他（留学、資格試験準備など）2%

その他（留学、資格試験準備など）6%

大学院
修士課程進学
85%学門Cから進級

約60%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ…6名
ソニー株式会社…………6名
ソフトバンク株式会社……3名
トヨタ自動車株式会社……2名
日本アイ・ビー・エム株式会社…2名
ゴールドマン・サックス証券株式会社…1名
株式会社セールスフォース・ドットコム… 1名
日本放送協会……………1名
任天堂株式会社…………1名
ヤフー株式会社…………1名
他………………… 43社58名

いまや、ありとあらゆる機器にコンピュータが内

蔵され、コンピュータなくして社会基盤を形成す

ることはできません。また、新しいデジタル機器や

ネットワークサービスが次々と登場しており、社会

を取り巻く環境は刻一刻と変化しています。情報

工学科ではコンピュータ技術の「おおもと」を押さ

えるだけでなく、新技術・新分野を開拓すること

で、変化の激しい情報社会における創造をテーマ

に研究を行っています。

コンピュータの基礎技術を学び
情報社会への新しい役割を創造

現代社会では、通信はなくてはならない社会基盤

の1つといえます。これらは、人と人との情報のや

りとりだけでなく、モノと人、モノとモノとの情報の

やりとりも担っており、切れることなく、超大容量の

データを高速に伝送することが求められていま

す。情報工学科では、社会基盤としての通信を支

えるために、光通信やモバイル通信、インターネッ

トについて研究しており、世界をリードする成果を

次々と挙げています。

通信技術の広範な応用と
connected時代のネットワークの研究

音や文字や絵といった「メディア」を取り扱う科学

技術は、コンピュータとともに大きな躍進を遂げ、

人と人にとどまらず情報伝達にさまざまな相互作

用をもたらしています。また同時に、情報工学で

取り扱う範囲も触感や匂い、さらには感情に至る

まで広がっています。情報工学科では、この「メ

ディア」技術を重要な基礎要素の柱と考え、情報

の担い手となる多様な「メディア」を扱う基盤技術

について研究しています。

多様化するメディアに適した
情報技術の提供

学科定員：88名

http://www.ics.keio.ac.jp/

株式会社IHI ………………1名
アクセンチュア株式会社……1名

株式会社コーエーテクモホールディングス… 1名
株式会社山陰放送………1名
野村證券株式会社………1名
他…………………… 7社7名

博士進学  8%

どんなことが勉強できるの？

学びのキーワード

1年次

データベースビッグデータ処理システムソフトウェア

ソフトウェア工学計算機システム分散システム

情報ネットワーク無線通信光ネットワーク

インターネットユーザインタフェースバーチャルリアリティ

コンピュータビジョンコンピュータグラフィックス人工知能

約30%

約25%

D
学門

A
学門

C
学門

B
学門

E
学門

学びの庭に
入る5つの門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



学門Cから進級
約23%

学門Eから進級
約77%

生命現象をシステムとして捉え
生命科学の新しい時代を拓く

生命の謎を解くためのさまざまなアプローチ

水の惑星「地球」にいのちが誕生して約40億年。DNAの二重らせん構造

が提案されて約70年。今、ヒトゲノムの塩基配列が簡単に解析できるよ

うになり、生命科学は新しい時代に入りました。生命のしくみの謎解き

には、生命システムを物理の言葉で語ったり、分子の変化で表したり、情

報論的に説明したりする「生命情報学」が必要なのです。

細胞内でDNAの暗号のどの部分がタンパク質に翻訳され、それらがどのように相互

作用しあってシステムとして働いているのかを解明します。そのため、従来の生物学

の枠組みにとらわれることなく、分子的な視点に基づいた生命の捉え方、物理・化学

に基礎をおいた生体高分子の考え方など、さまざまな学問分野から研究を行います。

新しい分野を切り拓き、リードできる人材を育成
「生き物の実験を行えるだけでなく、計算機を利用するのが苦にならない」人材を目

指します。多様な生命システムの解明は、医療・創薬、食料・新エネルギーの増産、環

境浄化・モニタリング、化学産業のバイオプロセス化などのさまざまな分野へ応用さ

れ、新しい産業を起こすことが期待されています。新しい分野を自らの手で開拓し、リ

ードしていく人材を育成します。

「生命情報」を極める世界初のカリキュラム
第1学年で履修してきた物理・化学・数学を基盤にして、第2学年では生物系、化学系、

物理・情報系に大別される「生命情報」を極めるための基礎的な学力を養います。ま

た、第3・第4学年では、生命情報の各論について学科内外の専門家が講義を行い、生

命情報実験ではさまざまなテーマについての実験を行います。

学門C・学門Eから進級できます
学科定員：43名

http://www.bio.keio.ac.jp/

生命情報
学科

Department of Biosciences and Informatics

基礎的な生物学に加え、分子細胞生物学や

ゲノム科学、さらに発生生物学や階層生物学

などを学び、生殖様式の転換および性決定

などの生命現象から生殖細胞形成のしくみ

の解明、細胞の未分化マーカーとしての糖鎖

の構造解析など、分子レベルから個体レベル

までさまざまなスケールでの研究を行います。また、生命現象を可視化（バイ

オイメージング）する技術の開発も行っています。

生命体は極めて柔軟で優れた「システム」と

して捉えることができます。今までは定性的

にしか説明できなかった生命現象を、生体

分子の空間的局在や一分子レベルの挙動を

観測することで、定量的に説明することが可

能になりました。また、脳の機能やリハビリ

テーション医療の研究も行っています。関連した科目には、システム制御論、

生体計測論、システムバイオロジー、バイオサイバネティクスなどがあります。

化学反応論や酵素反応の機構について、分

子レベルで理解するための科目として、分子

生物学、生体反応論、生物物理化学、生物有

機化学、生体高分子科学、細胞生物学などを

学びます。医創薬への応用を目指し、異常な

細胞の働きを制御する物質・難治疾患治療薬

シードの開発、糖鎖やペプチドを用いた診断法や治療薬の開発を行っていま

す。また、新しい酵素の創出にも取り組んでいます。

生命科学の理解・研究にはDNAの配列、アミノ酸の

配列、代謝に関する化合物群の濃度の時間変化など

の膨大なデータの処理が必須です。バイオインフォ

マティクスは、生物学のデータを情報科学の手法に

よって解析する学問です。ゲノムの解析を通じて、癌

などの疾病の解明やゲノム創薬、腸内細菌叢の研究

に取り組んでいます。また、大規模ゲノム解析や生物

機能の解明を行っています。
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生物の発生・分化・再生を
分子レベルから個体レベルのスケールで理解する

カラダの内部の化学反応の解明
病気を見つけて、治す技術の開発

生物をシステムとして捉えると
新しい事実が見えてくる

「ゲノム」を解析することで
生物のしくみの謎に挑む

修士課程修了後

大学院博士課程進学

就職
73%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　8%

その他（留学、資格試験準備など）3%
その他（留学、資格試験準備など）2%

約20%

大学院
修士課程進学
89%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

アクセンチュア株式会社……2名
株式会社三菱UFJ銀行 ……2名
アサヒビール株式会社 ……1名
関西電力株式会社…………1名
パナソニック株式会社 ……1名
日産自動車株式会社………1名
日本たばこ産業株式会社…1名
株式会社野村総合研究所…1名
久光製薬株式会社…………1名
プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社…1名
森永製菓株式会社…………1名
ヤフー株式会社……………1名
他…………………… 13社15名

日本航空株式会社…………1名
株式会社日本総合研究所… 1名

シティグループ証券株式会社… 1名

博士進学  25%

1年次

約5%

どんなことが勉強できるの？

学びのキーワード

バイオリサイクル

人工知能がん創薬合成生物学

ケミカルバイオロジー認知科学進化分子工学

定量生物学メカノバイオロジー生体分子工学

システム生物学進化発生生物学神経科学

バイオインフォマティクスバイオイメージング

D
学門

A
学門

C
学門

E
学門

ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

人間工学
管理工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

認知科学

B
学門

学びの庭に
入る5つの門
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ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科
デザイン科学



学門Cから進級
約23%

学門Eから進級
約77%

生命現象をシステムとして捉え
生命科学の新しい時代を拓く

生命の謎を解くためのさまざまなアプローチ

水の惑星「地球」にいのちが誕生して約40億年。DNAの二重らせん構造

が提案されて約70年。今、ヒトゲノムの塩基配列が簡単に解析できるよ

うになり、生命科学は新しい時代に入りました。生命のしくみの謎解き

には、生命システムを物理の言葉で語ったり、分子の変化で表したり、情

報論的に説明したりする「生命情報学」が必要なのです。

細胞内でDNAの暗号のどの部分がタンパク質に翻訳され、それらがどのように相互

作用しあってシステムとして働いているのかを解明します。そのため、従来の生物学

の枠組みにとらわれることなく、分子的な視点に基づいた生命の捉え方、物理・化学

に基礎をおいた生体高分子の考え方など、さまざまな学問分野から研究を行います。

新しい分野を切り拓き、リードできる人材を育成
「生き物の実験を行えるだけでなく、計算機を利用するのが苦にならない」人材を目

指します。多様な生命システムの解明は、医療・創薬、食料・新エネルギーの増産、環

境浄化・モニタリング、化学産業のバイオプロセス化などのさまざまな分野へ応用さ

れ、新しい産業を起こすことが期待されています。新しい分野を自らの手で開拓し、リ

ードしていく人材を育成します。

「生命情報」を極める世界初のカリキュラム
第1学年で履修してきた物理・化学・数学を基盤にして、第2学年では生物系、化学系、

物理・情報系に大別される「生命情報」を極めるための基礎的な学力を養います。ま

た、第3・第4学年では、生命情報の各論について学科内外の専門家が講義を行い、生

命情報実験ではさまざまなテーマについての実験を行います。

学門C・学門Eから進級できます
学科定員：43名

http://www.bio.keio.ac.jp/

生命情報
学科

Department of Biosciences and Informatics

基礎的な生物学に加え、分子細胞生物学や

ゲノム科学、さらに発生生物学や階層生物学

などを学び、生殖様式の転換および性決定

などの生命現象から生殖細胞形成のしくみ

の解明、細胞の未分化マーカーとしての糖鎖

の構造解析など、分子レベルから個体レベル

までさまざまなスケールでの研究を行います。また、生命現象を可視化（バイ

オイメージング）する技術の開発も行っています。

生命体は極めて柔軟で優れた「システム」と

して捉えることができます。今までは定性的

にしか説明できなかった生命現象を、生体

分子の空間的局在や一分子レベルの挙動を

観測することで、定量的に説明することが可

能になりました。また、脳の機能やリハビリ

テーション医療の研究も行っています。関連した科目には、システム制御論、

生体計測論、システムバイオロジー、バイオサイバネティクスなどがあります。

化学反応論や酵素反応の機構について、分

子レベルで理解するための科目として、分子

生物学、生体反応論、生物物理化学、生物有

機化学、生体高分子科学、細胞生物学などを

学びます。医創薬への応用を目指し、異常な

細胞の働きを制御する物質・難治疾患治療薬

シードの開発、糖鎖やペプチドを用いた診断法や治療薬の開発を行っていま

す。また、新しい酵素の創出にも取り組んでいます。

生命科学の理解・研究にはDNAの配列、アミノ酸の

配列、代謝に関する化合物群の濃度の時間変化など

の膨大なデータの処理が必須です。バイオインフォ

マティクスは、生物学のデータを情報科学の手法に

よって解析する学問です。ゲノムの解析を通じて、癌

などの疾病の解明やゲノム創薬、腸内細菌叢の研究

に取り組んでいます。また、大規模ゲノム解析や生物

機能の解明を行っています。
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生物をシステムとして捉えると
新しい事実が見えてくる

「ゲノム」を解析することで
生物のしくみの謎に挑む
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大学院博士課程進学
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73%

進級・卒業・進路について

2～4年次 学部卒業後

就職　8%

その他（留学、資格試験準備など）3%
その他（留学、資格試験準備など）2%

約20%

大学院
修士課程進学
89%

2018年3月

学門B

学門C

学門E

学門A

学門D

アクセンチュア株式会社……2名
株式会社三菱UFJ銀行 ……2名
アサヒビール株式会社 ……1名
関西電力株式会社…………1名
パナソニック株式会社 ……1名
日産自動車株式会社………1名
日本たばこ産業株式会社…1名
株式会社野村総合研究所…1名
久光製薬株式会社…………1名
プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社…1名
森永製菓株式会社…………1名
ヤフー株式会社……………1名
他…………………… 13社15名

日本航空株式会社…………1名
株式会社日本総合研究所… 1名

シティグループ証券株式会社… 1名

博士進学  25%

1年次

約5%

どんなことが勉強できるの？

学びのキーワード
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キャンパスカレンダー
慶應義塾大学の各キャンパスでは、全学規模の学園祭からアットホームな催しまで、１年を通してさまざまなイベントが開催されます。

どんなイベントがあるか、ここで紹介しましょう。

～クラブ・サークル～

ついに始まるキャンパス

ライフ。これからの大学

生活に思いを馳せる新

入生で、会場は華やかな

雰囲気に包まれます。

入学式

新入生歓迎行事（日吉）

留学フェア（日吉）
留学のメリットや楽しさを、留学体

験者や協定校からの学生による生

の声を通して発信するイベントで

す。現地での生活など、具体的な

話を聞くことができます。また、早

くから準備をできるように、毎年6

月に開催しています。

最先端の大学の研究や科学技術を

見て、触って、体感できるイベントが盛

りだくさん。特に理工学部の先端科学を

紹介する研究室ツアーの企画は、とても

人気で大勢の方が参加します。

矢上祭

講師の体験・生き方・信条に触れること

により「社会の中でどう生きるか」を皆で

考えるという趣旨のもと、社会のさまざま

な分野で活躍しておられる方々をお招き

したイブニング・セミナー（講演と質疑）を

春・秋学期数回ずつ開催。これまでノーベ

ル賞受賞者の小柴昌俊氏、利根川進氏、

白川英樹氏、中村修二氏、宇宙飛行士の

星出彰彦氏、歌手の一青窈氏をはじめと

して、学界・産業界・芸術界などから多彩

な顔ぶれによる講演が行われています。

人間教育講座

矢上キャンパスにある理工学分野の専

門図書館です。国内有数の規模を誇る

蔵書や、自宅や研究室からもアクセスで

きる電子ジャーナル・電子ブックを提供

しています。毎年開催している文献探索

セミナーやサイエンスカフェなどのイベ

ントは、活気ある学びの場を生み出しま

す。また、壁一面がホワイトボードのグ

ループ学習室、夜間も利用できる自習室

などの多彩なスペースを提供し、学習面

も支援しています。

理工学メディアセンター（松下記念図書館）

12月に矢上キャンパスで行われるウインターコ

ンサート。有志による楽器演奏や歌唱が行われ

ます。

ウインターコンサート

学科分け説明会では講義形式による説明だ

けではなく、教育・研究内容の展示や研究室

ツアーを通して各学科の魅力を知り、2年次

から所属する学科の選択に役立てます。

学科分け説明会

慶應義塾大学での4年間を締めくくる特別な日。今後は、4年間

の学びで身につけた力を社会のさまざまなフィールドで発揮し

ていきます。

卒業式

イチョウ並木（日吉）

毎年春と秋に行われる東京六大学

野球の早慶戦は、1903年から行わ

れている伝統の一戦。単純な勝敗だ

けでなく、学生・卒業生・教職員が一

体となって繰り広げる応援を通し、

慶應義塾の一員としての連帯感も

強まるイベントです。

慶應義塾大学理工学部では、さまざまなセミナーや講演会を実施し、
学生の学びをソフト・ハード両面からサポートしています。

4
April

5
May

6
June

7
July

8
August

Campus Calendar

9
September

10
October

11
November

12
December

1
January

2
February

3
March

三田祭

主なクラブ・サークル
理工学部体育会（慶應義塾體育會矢上部）

アメリカンフットボール部
剣道部
硬式庭球部
硬式野球部
ゴルフ部

サッカー部
山岳部
柔道部
少林寺拳法部

水泳部
卓球部
軟式庭球部
軟式野球部
バスケットボール部
バレーボール部
ラグビー部

その他

日本国際学生技術研修協会
矢上祭実行委員会
理工学部卒業アルバム委員会
理工学部体育会連盟
理工学部学生団体ルーム運営委員会
理工学部グランド運営委員会
理工学部ソフトボール実行委員会
理工学部体育館運営委員会
理工学部テニスコート運営委員会

自動車工学研究会
無線工学研究会
ロボット技術研究会
合氣道同好会
鉄道研究会（理工学部）
Computer Society

自由に弾けるグランドピアノ（矢上）

（矢上キャンパスを拠点としているもの）

毎年11月中旬に三田キャンパスで開催される三田祭。学生が自らの手で企画運

営している日本最大規模の学園祭です。学術的な企画が充実し、研究会や学生

団体は、日頃の成果を発表します。毎年多くの来場者で賑わいます。

この他にも、各キャンパスを拠点とした数多くのクラブ・サークルがあり、

学部を問わず所属できます。

慶應義塾大学では、数多くのクラブ・サークル団体が、学術・文化・スポーツなどの分野で活動しています。勉強が忙しい

理工学部生のライフスタイルに合わせたクラブや、理工学部の施設を活かしたクラブなど、理工学部独自のクラブも豊富です。

学部や学年の枠を超えて繰り広げられる熱いチャレンジは仲間との絆を深め、かけがえのない経験になるでしょう。

1年生は日吉キャンパスで幅広い分野の科

目を受講します。他の学部の人たちとも友

達になれるし、専門の勉強を通じた理工の

友人もできます。人との出会いに恵まれて

いることが、慶應理工の魅力。色々な人た

ちと出会って、学生生活を存分に楽しんで

ください。

36

矢上キャンパスの伝統ある研究室対抗のソ

フトボール大会。教員も交じってのソフトボー

ルは、和気あいあいとした雰囲気で行われます。

理工学部ソフトボール大会
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　各学科１名または２名の就職担当教員が、企業の採用担当者との

面談に基づく情報によって学生の相談に対応し、個人の適性に配慮し

た進路指導を実施しています。また、学生課キャリア支援窓口でも学生

の就職進路に関する各種の質問や相談を受け付けています。

就職・進路相談

　慶應義塾大学理工学部での4年間で身につけた「創発する力」を社会のさまざまなフィールドで発揮する学生、さらなる研究のために進学する学

生と、幅広い選択肢が待っています。

注目の若手研究者の研究紹介か
ら、興味の対象、人となりまでわか
りやすく伝えるコラムです。

理工学部の在学生が本学での学
びや体験、キャンパスライフを、イ
ンタビュー形式でありのまま伝え
るコラムです。

教員が自身の専門的な研究内容
を、平易な表現でわかりやすく解
説しているコラムです。

卒業後の進路データ

　基本的な内容を伝える就職ガイダンスの他に、就職活動時のマナー、

自己理解、業界研究、エントリーシート対策、面接対策などの各種講座を

開催しています。

就職関係講座の開催 医工連携の例

理工学部学生課キャリア支援担当ウェブサイト
https://www.st.keio.ac.jp/students/career/index.html

【学部卒】 【修士修了】 

慶應義塾大学理工学部  ウェブサイト  

　　　　　  名　称 種別 　　　　金　額 期　間    採用人員 　　　　　　　　　備　考

国際人材育成資金・基金 給付 最高400,000円 1年 108名 留学等の海外学習を支援することを目的とする

慶應義塾大学理工学部同窓会奨学金 給付 年額600,000円 1年 12名 第2学年以上　毎年出願可能

慶應義塾大学給費奨学金 給付 年額500,000円 1年 41名 第2学年以上　毎年出願可能

慶應義塾創立150年記念奨学金 給付 100,000円～300,000円 年1回 9名 海外短期留学、国際学会発表等が対象

慶應義塾維持会奨学金 給付 年額800,000円 1年 24名 毎年出願可能　首都圏以外の道府県出身者が優先

指定寄付奨学金 給付 年額100,000円～500,000円 1年 37名（13団体） 毎年出願可能　学年・出身地など資格が限られる場合がある

慶應義塾大学修学支援奨学金 給付 年額　授業料の範囲内 1年 22名 毎年出願可能

学問のすゝめ奨学金 給付 年額600,000円 標準修業年限 37名 入学前予約型　地方出身者対象

民間団体奨学金 給付 年額180,000円～1,200,000円  55名（30団体） 学部・出身地など資格が限られる場合がある

日本学生支援機構奨学金

自宅通学　月額54,000円
自宅外通学　　64,000円 最短修業年限 356名

371名

無利子

有利子最短修業年限
月額  30,000円、50,000円、
80,000円、100,000円、
120,000円（選択）

学部生対象

奨学制度についてのお問い合わせ先

新版・窮理図解

在学生インタビュー

学問のすゝめ

勉学の意欲を持ちながらも、経済的に就学が困難で、かつ成績・人物ともに優秀な学生に対し、

慶應義塾大学には以下のような奨学金・経済支援制度があります。

貸
与

第
一
種

第
二
種

●奨学制度に関するウェブサイト
　http://www.gakuji.keio.ac.jp/life/shogaku/index.html

医工連携プロジェクト

奨学制度

就職・進路サポート

製造業
…25.3%

製造業
…49.1%

情報通信業
…26.3%

情報通信業
…23.2%

学術研究専門・
技術サービス業
…13.4%

学術研究専門・
技術サービス業
…8.1%

金融業・保険業
…12.9%

金融業・保険業…4.9%

建設業…3.6% 建設業…3.0%

2018年3月

卸売・小売業…3.6%

卸売・小売業…2.5%運輸業、郵便業…3.1%

運輸業、郵便業…2.8%

教育、学習支援業…2.1%

公務（他に分類されるものを除く）…2.1% その他…3.5% その他…4.8%
電気・ガス・熱供給・水道業…1.6%

サービス業（他に
分類されないもの）
…4.1%

1年または
最短修業年限

（財団によって異なる）

（注）上表は理工学部生のみの奨学生数です。

　　また、民間団体奨学金にはこの他に貸与のものがあります。

　　上記以外に「慶應義塾大学教育ローン制度」が設置されています。

　　詳細は、ウェブサイトを参照してください。

https://www.st.keio.ac.jp/education/
kyurizukai/

https://www.st.keio.ac.jp/education/
learning/

社会で活躍している塾員（卒業
生）が、学生時代の経験や現在の
活動を紹介する卒業生コラムです。

塾員来往

https://www.st.keio.ac.jp/
departments/ob_relay/

https://www.st.keio.ac.jp/
departments/student/

https://www.st.keio.ac.jp/

（2017年度実績）

慶應義塾大学理工学部のウェブサイトです。受験生向けの入試情報や

理工学部の概要から在学生向けの学内ニュースやイベントまで理工学

部に関する情報が網羅されています。理工学部について知りたいなら、

まずはここにアクセス。

https://www.st.keio.ac.jp/education/research/me_index.html

高度医療と超成熟社会発展のためには理工学部が有する科学技術力

が欠かせません。慶應義塾大学理工学部では、従来より医学系・薬学系

研究者との研究連携を進めています。その領域は単なる医学的な研究

にとどまらず、近年はロボット、認知科学、さらにはビッグデータ利用と

いったところまで広がりを見せています。

医用材料・薬剤開発
がん細胞浸潤メカニズムの解析
システムデザイン工学科　須藤  亮  准教授

診断・評価支援
Deep Learningを用いた脊柱配列推定による
側弯症スクリーニング
電子工学科※　青木  義満  教授

眼病検査のための涙液タンパク質分析試験紙
応用化学科　チッテリオ・ダニエル  教授

針状ダイヤモンド電極でがんバイオマーカーを簡便に
生体内測定
化学科　栄長  泰明  教授

治療・手術支援
歯科インプラント手術シミュレータの開発
機械工学科　高野  直樹  教授

※ 2020年度からは電気情報工学科に名称を変更予定
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中村　翼

有志団体CARTIVATOR 共同代表
慶應義塾大学大学院 SDM研究科 研究員
2007年3月 理工学部 システムデザイン工学科 卒業
2009年3月 理工学研究科 総合デザイン工学専攻 修了

14棟 / 創想館 34棟 / 教育研究棟 34棟 / IBM Q Networkハブ

26棟 / 中央試験所 34棟 / マニュファクチュアリングセンター 25棟前 / 藤原銀次郎の像

幅広い分野に目を向けて

自分がやりたいことを見つけてほしい

　子供の頃から自動車が大好きで、いまも理

想の車を創るという夢を追いかけています。

“空飛ぶクルマ”を実現するために、仲間と立

ち上げた有志団体CARTIVATORで実機の開発

を行うと同時に、慶應のシステムデザイン・

マネジメント（SDM）研究科「空飛ぶクルマ研

究ラボ」の研究員として、実用化に向けた研

究に取り組んでいます。開発の方は、現在1/1

スケールの試作機を屋外で飛行させる実験

を行っている段階です。人を乗せることがで

きる大型のドローンをイメージしていただ

ければよいと思います。

　大学時代は、最先端分野の研究に携わりた

いという思いから、興味のあった流体力学の

中でも、髪の毛ほどの細さの流路を流れるマ

イクロスケール流体の現象解明に取り組んで

いました。大学院修了後はトヨタ自動車株式

会社に就職し、主に車両設計を担当していま

したが、“空飛ぶクルマ”の事業化に専念すべ

く、2018年4月に退職し、現在に至っています。

　いまの仕事においては、機体を開発するこ

とに加え、スポンサー企業や関係省庁などと

の調整が非常に重要です。工学の基礎、機械

加工やプログラミングの技術など、大学で学

んだことが機体を作ることにダイレクトに

役立っていますし、学生フォーミュラという

レーシングカーを設計・製作するサークル活

動で、スポンサー獲得のために多くの企業を

回ってプレゼンをした経験も大きな糧に

なっていると感じています。

　学生時代は、勉学や研究を通して知識やス

キルを身につけるだけでなく、幅広い分野に

目を向けて、ぜひ「自分はこれをやりたい」と

いう軸を見つけてほしいですね。それが見つ

かれば、実現するための勉強や研究のモチ

ベーションが自然と生まれてくるでしょう。

岡本 沙和子

アステラス製薬株式会社 製薬技術本部
バイオ技術研究所 勤務
2015年3月 理工学部 応用化学科 卒業
2017年3月 理工学研究科 基礎理工学専攻 修了

研究室で学んだ多くのことが

新薬を世に出すための仕事に活かされています

　いま私は製薬会社でバイオ医薬品の分析

技術開発業務を担当しています。新しく開発

された医薬品が高い品質で、かつ安定して患

者さんのもとに届けられるよう、製造プロセ

スにおいて品質をモニタリングするための

試験法の開発や、出荷される製品の品質を保

証するための試験法を設定することが主な

業務です。

　バイオ医薬品は一般的な低分子医薬品に比

べて複雑な構造をしており、プロセス開発に

おける物性や品質の評価には高度な分析技術

が要求されます。求められる知識や技術など

が多く大変ですが、新薬を早く、かつ安定的に、

高い品質で世に送り出す仕事に就いているこ

とに、大きなやりがいを感じています。

　学生時代は「C-mannosylation（シー・マン

ノシレーション）」というタンパク質への糖

鎖修飾の研究に携わっていました。私の現在

の所属部門には、分析の業務を担う研究室の

ほかに、培養や精製の業務を担う研究室があ

り、それぞれが独立し、かつ連携して仕事を

進めています。大学の研究を通して経験して

いたことがまさにこの一連の業務内容と合

致していますので、現在の各研究室と連携し

て仕事を進める上で非常に役立っています。

加えて、“必ずデータに基づいて議論する姿

勢”や“情報をインプットする方法”、“研究結

果を伝えるためのアウトプットの方法”など、

学んだことの多くが、現在の業務でも広く活

かされていると実感しています。

　昨今の技術の進歩は目まぐるしく、また、

海外バイオ企業との協働の開発業務も含め

て新しいものをキャッチアップすることが

必要不可欠です。振り返ってみると学生時代

は時間に恵まれていたと感じますので、自分

の専門分野に打ち込むことだけに囚われず、

違う分野を覗いたり、ちょっと足を踏み入れ

てみたりすることもできると思います。さま

ざまな人と出会って視野を広げ、やりたいこ

とに後悔なく挑戦してください。

矢上キャンパスのご案内卒業生インタビュー
Interview

22棟：教育研究棟

31棟：教育研究棟

32棟：教育研究棟

23棟：教育研究棟

34棟：教育研究棟 35棟：教育研究棟

25棟：教育研究棟

36棟：産学官連携棟

07棟：テクノロジーセンター棟

会議室、保健管理センター、
生協食堂、生協購買部16A棟：厚生棟 / 

15棟：理工学メディアセンター（松下記念図書館）

分子・超分子・
超構造体リサーチセンター16D棟：

12棟：教室棟11棟：教室棟

14棟：創想館 / フォーラム、カフェ、売店、マルチメディアルーム

16B棟：部室棟

27棟：体育館

グラウンド

テニスコート

日吉キャンパスへ

日吉キャンパスへ

警
備
室

26棟：教育研究棟
教育研究棟 / 
コンビニエンスストア24棟：
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いう軸を見つけてほしいですね。それが見つ

かれば、実現するための勉強や研究のモチ

ベーションが自然と生まれてくるでしょう。

岡本 沙和子

アステラス製薬株式会社 製薬技術本部
バイオ技術研究所 勤務
2015年3月 理工学部 応用化学科 卒業
2017年3月 理工学研究科 基礎理工学専攻 修了

研究室で学んだ多くのことが

新薬を世に出すための仕事に活かされています

　いま私は製薬会社でバイオ医薬品の分析

技術開発業務を担当しています。新しく開発

された医薬品が高い品質で、かつ安定して患

者さんのもとに届けられるよう、製造プロセ

スにおいて品質をモニタリングするための

試験法の開発や、出荷される製品の品質を保

証するための試験法を設定することが主な

業務です。

　バイオ医薬品は一般的な低分子医薬品に比

べて複雑な構造をしており、プロセス開発に

おける物性や品質の評価には高度な分析技術

が要求されます。求められる知識や技術など

が多く大変ですが、新薬を早く、かつ安定的に、

高い品質で世に送り出す仕事に就いているこ

とに、大きなやりがいを感じています。

　学生時代は「C-mannosylation（シー・マン

ノシレーション）」というタンパク質への糖

鎖修飾の研究に携わっていました。私の現在

の所属部門には、分析の業務を担う研究室の

ほかに、培養や精製の業務を担う研究室があ

り、それぞれが独立し、かつ連携して仕事を

進めています。大学の研究を通して経験して

いたことがまさにこの一連の業務内容と合

致していますので、現在の各研究室と連携し

て仕事を進める上で非常に役立っています。

加えて、“必ずデータに基づいて議論する姿

勢”や“情報をインプットする方法”、“研究結

果を伝えるためのアウトプットの方法”など、

学んだことの多くが、現在の業務でも広く活

かされていると実感しています。

　昨今の技術の進歩は目まぐるしく、また、

海外バイオ企業との協働の開発業務も含め

て新しいものをキャッチアップすることが

必要不可欠です。振り返ってみると学生時代

は時間に恵まれていたと感じますので、自分

の専門分野に打ち込むことだけに囚われず、

違う分野を覗いたり、ちょっと足を踏み入れ

てみたりすることもできると思います。さま

ざまな人と出会って視野を広げ、やりたいこ

とに後悔なく挑戦してください。

矢上キャンパスのご案内卒業生インタビュー
Interview

22棟：教育研究棟

31棟：教育研究棟

32棟：教育研究棟

23棟：教育研究棟

34棟：教育研究棟 35棟：教育研究棟

25棟：教育研究棟

36棟：産学官連携棟

07棟：テクノロジーセンター棟

会議室、保健管理センター、
生協食堂、生協購買部16A棟：厚生棟 / 

15棟：理工学メディアセンター（松下記念図書館）

分子・超分子・
超構造体リサーチセンター16D棟：

12棟：教室棟11棟：教室棟

14棟：創想館 / フォーラム、カフェ、売店、マルチメディアルーム

16B棟：部室棟

27棟：体育館

グラウンド

テニスコート

日吉キャンパスへ

日吉キャンパスへ

警
備
室

26棟：教育研究棟
教育研究棟 / 
コンビニエンスストア24棟：
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慶應義塾大学理工学部
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矢上キャンパス

日吉キャンパス

三田キャンパス

信濃町キャンパス

湘南藤沢キャンパス

芝共立キャンパス

●渋谷－日吉：約25分(通勤特急または急行 約20分)
●横浜－日吉：約20分(通勤特急または急行 約15分)
●新横浜－菊名－日吉：約20分
※東急東横線の特急は日吉駅に停車しません。
●目黒－日吉：約25分(急行 約20分)

至 渋谷

至 横浜
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長い坂道を下る
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階段

馬術部
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・
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東
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東
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線
・
目
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線 階段を下り、一つ目の角を左折

突き当たりを右折、一つ目の角を左折

見晴台ベンチ手前で右へ

 ルート1　 日吉キャンパス内通過ルート
車の通行が少なく、比較的安全なルートです。
途中階段があります。

 ルート2　 綱島街道ルート
階段を避けたい場合のルートです。
車に注意して通行してください。
お車の方は綱島街道の仲の谷交差点で
曲がってください。

ルート1
ルート2

新宿

田園調布

矢上キャンパス
学部３年・４年・大学院

日吉キャンパス
学部１年・２年

東急東横線・目黒線
横浜市営地下鉄グリーンライン

「日吉」駅下車
日吉キャンパスへ ……………… 徒歩１分
矢上キャンパスへ ……………… 徒歩１５分

矢上キャンパスへのルート

〒223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉3-14-1
TEL 045-566-1454　https://www.st.keio.ac.jp

周辺路線図

日吉キャンパス・矢上キャンパスへの行き方




